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は じ め に 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定により、教育委員会は、毎年、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関

する報告書を議会に提出するとともに、公表しなければならないこととされています。ま

た、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図

ることとされています。     

この報告書は、これに従い、令和３年度に本市教育委員会が実施した事務事業についての

点検及び評価を行い、その結果をまとめたものです。 

令和３年度におきましては、学力向上の取り組みといたしまして、引き続き「学力支援コ

ーディネーター」等の活用と「授業改善に資する学びの創造」講座の実施により教職員の指

導力・授業力の向上を図るとともに、「泉佐野まなびんぐサポート事業」や「算数サポート

補助教員事業」など、児童生徒への学習支援を行ってまいりました。 

また、個別の課題によりきめ細かく対応できるよう、平成 28年度から小学校 3・4年生を

対象に実施しました「35人以下の少人数学級」を小学校 6年生まで拡充いたしました。 

 教育環境面では、災害時の飲料水を確保する避難所としての役割を果たすことができる

浄水型プールの建設、小中学校の屋内運動場の空調設備などの施設整備を行うとともに、小

学校図書室改修工事の実施設計、中学校グラウンドへの夜間照明設置工事及びトイレ改修

（洋式化）実施設計にも着手し、食育の推進と児童生徒の健康づくりについては、安全で安

心な給食の提供に努めてまいりました。 

一方、社会教育の分野におきましては、市民一人ひとりが個性と能力を伸ばし、生きがい

のある充実した生活を送ることができるよう、生涯学習、スポーツ、文化の振興や青少年の

健全育成、歴史的資産の保存と活用を通じて、「いつでも」「どこでも」「だれでも」学べる

まちづくりを推進してまいりました。 

今後も、今回の点検及び評価結果を事業の改善に役立てながら、より一層効果的な教育行

政の推進を図ってまいりますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

令和５年３月 

泉 佐 野 市 教 育 員 会 

教 育 長  奥  真 弥 



目    次 

                

１ 教育委員会の概要 ----------------------------------------  1 

２ 評価項目・基準・結果表-----------------------------------  4 

３ 点検及び評価の結果 -------------------------------------   6 

(1) 観光に関すること【歴史文化の保存活用】----------------   6 

① 歴史文化の保存活用-----------------------------------  7 

(2) 国際化に関すること【国際化の推進】-------------------- 16 

① 国際交流の推進--------------------------------------- 17 

(3) 子ども・子育てに関すること【教育・保育の充実】-------- 18 

① 幼児教育の充実 ------------------------------------- 19 

② 留守家庭児童会の充実 --------------------------------  21 

(4) 学校教育に関すること【義務教育の充実】---------------   22 

① 義務教育の充実 ------------------------------------- 23 

ア 学力の向上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23 

イ 教育委員会の円滑な運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 

ウ 義務教育施設等の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28 

エ 学校教育事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33 

オ 小中一貫教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40 

              【地域連携の充実】----------------- 41 

② 地域教育協議会の充実 --------------------------------- 42 

             【人権教育の充実】----------------- 43 

③ 人権教育の推進 -------------------------------------- 44 

④ 人権教育の充実 --------------------------------------  46 

                       【学校給食の充実】-----------------  48 

⑤ 安心・安全な小学校給食の提供、食育の推進 -------------  49 

⑥ 安心・安全な中学校給食の提供、食育の推進 ------------- 51 

(5) 生涯学習・スポーツに関すること【生涯学習の推進】------ 54 

① 生涯学習の推進  --------------------------------------  55 

    ア 生涯学習の環境づくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・55 

  イ 生涯学習の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・57 

  ウ 資料・情報提供の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60 

            【生涯スポーツの振興】------------ 68 

②  生涯スポーツの振興 ----------------------------------  69 

            【地域の社会教育活動への支援】---- 72 

③ 組織運営の拡充 -------------------------------------- 73 

                        【青少年の健全育成】-------------- 74 

④ 青少年の健全育成 ------------------------------------ 75 

４ 学識経験者の評価  ----------------------------------------  78 



1 

 

１ 教育委員会の概要（令和３年度） 

 

 

 

 

（１） 市の概要（2021.4.末現在） 

人口（99,277人）世帯数（47,601戸）面積（約 56.51㎢） 

 

（２） 教育委員会組織図（2021.4.1） 

教 育 委 員 会 

      

教 育 長 

 こども部  子育て支援課 

教 育 部                    

 

 

教育総務課  総務係 

  施設係 

学校給食係 

学校給食センター 

中学校給食センター 

 

学校教育課  学事係 

  指導係 

  人権教育係 

          

      生涯学習課  生涯学習係 

   生涯学習センター 

佐野公民館 

長南公民館 

北部公民館 

日根野公民館 

中央図書館 

 

 

第一小学校 

第二小学校 

第三小学校 

日新小学校 

北中小学校 

長坂小学校 

日根野小学校 

大木小学校 

上之郷小学校 

長南小学校 

末広小学校 

佐野台小学校 

中央小学校 

 

佐野中学校 

新池中学校 

第三中学校 

日根野中学校 

長南中学校 

のぞみこども園 

はるかこども園 

さくらこども園 
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青少年課   青少年係 

稲倉青少年野外活動センター 

 

スポーツ推進課 スポーツ推進係 

市民総合体育館   

健康増進センター 

 

文化財保護課  文化財係 

  日根荘係 

歴史館いずみさの 

旧新川家住宅 

旧向井家住宅 

大将軍湯 

 

（３） 学校園基本統計（2021.5.1） 

注）１号認定児とは、子ども年齢が満３歳から５歳までの、保育に必要な事由（保護者の就

労、妊娠、出産、疾病、障害など）に該当しない場合で、４時間程度の教育標準時間で

通園するもの。 

 

（４） 教育重点目標 

○学校教育について 

・児童・生徒に、学習の喜びと、あすへの希望を 

・児童・生徒に、健やかな体と、豊かな心を 

・教員に、教育者としての自覚と、高い指導力を 

・教員と児童・生徒に、心のふれあいを 

・学校に、正しい秩序と、健全な校風を 

 

○社会教育について 

・青少年に、豊かな情緒と、正しい人間性の醸成を 

・市民に、生涯にわたって学ぶ意欲と、健康を 

・地域活動を通じて連帯意識の高揚を 

  

  

学校 

園数 
学級数 

園児・児童 

・生徒数 

前年比 

増減 

教職員数 

合計 

こども園  3 18 
360 

（62【１号認定児】） 
-28 

（-24【１号認定児】） 44 

小学校 13 241 4,654 -44 398 

中学校  5 91 2,274 -116 203 
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○文化･芸術について 

・文化財の正しい理解と、保存･活用を 

・住民の文化活動を盛り上げ、新しい文化の創造を 

 

（５） 教育重点施策 

・学校の管理運営に厳正を期する 

・学校教育環境の整備充実に努める 

・公教育担当者としての責務を遂行する 

・適正な教育課程を編成し、有効な学習指導を行う 

・道徳性を養い、人権教育の推進に努める 

・障害教育の振興に努める 

・生徒指導の充実を図る 

・健康教育の充実と体力づくりの推進をする 

・学校園内外の安全確保に努める 

・こども園における教育・保育の充実を図る 

・地域社会の中で子どもを育てる教育コミュニティーづくりを躍進させる 
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２ 評価項目及び基準 

（１） 評価項目 

第５次泉佐野市総合計画の施策体系を参考にし、施策に基づく各事業を評価項目対象

として、事務局で自己評価を行い、全体評価を第三者にお願いした。 

政 策 部       門 施         策 

活力・賑わい 

（１）観光に関すること 

【歴史文化の保存活用】 
 ① 歴史文化の保存活用 

（２）国際化に関すること 

【国際化の推進】 
① 国際交流の推進 

子育て・教育 

（３）子ども・子育てに関すること 

【教育・保育の充実】 

① 幼児教育の充実 

② 留守家庭児童会の充実 

（４）学校教育に関すること 

【義務教育の充実】 

① 義務教育の充実 

 ア 学力の向上 

 イ 教育委員会の円滑な運営 

 ウ 義務教育施設等の整備 

 エ 学校教育事業 

【地域連携の充実】 ② 地域教育協議会の充実 

【人権教育の充実】 
③ 人権教育の推進 

④ 人権教育の充実 

【学校給食の充実】 

⑤ 安心・安全な小学校給食の提供、食育

の推進 

⑥ 安心・安全な中学校給食の提供、食育

の推進 

（５）生涯学習・スポーツに関すること 

【生涯学習の推進】 

①  生涯学習の推進 

ア 生涯学習の環境づくり 

イ 生涯学習の推進 

ウ 資料・情報提供の推進 

【生涯スポーツの振興】 ② 生涯スポーツの振興 

【地域の社会教育活動への支援】 ③ 組織運営の拡充 

【青少年の健全育成】 ④ 青少年の健全育成 
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（２）評価基準 

  点検及び評価結果の基準については、以下のＡ、Ｂ、Ｃの３段階で行った。 

Ａ （順 調） 
優れた取り組みや状況等が見られ、課題はほとんどなく、順調に目標

が達成されたもの 

Ｂ （概ね順調） 

良い取り組みや状況等が見られ、目標達成に若干の課題を含みつつも

一方で一定の成果が見られるなどの点により、概ね目標が達成された

もの 

Ｃ (順調でない) 

課題が多く、まだ改善に向けた取り組みに着手できていないか、着手

してもほとんど成果が上がらないなど目標がほとんど達成できなかっ

たもの 

 

（３）点検及び評価の結果 

部 門 

基 準 

（１）観光に関すること （２）国際化に関するこ

と 

（３）子ども・子育てに関

すること 

Ａ （順 調） 0 ― 5 

Ｂ （概ね順調） 9 ― 1 

Ｃ (順調でない） 0 ― 0 

合 計 9 ― 6 

部 門 

基 準 

（４）学校教育に関する

こと 

（５）生涯学習・スポーツ

に関すること 
合 計 

Ａ （順 調） 20 5 30 

Ｂ （概ね順調） 19 12 41 

Ｃ (順調でない） 0 0 0 

合 計 39 17 71 

 

※本年度は、ベトナム社会主義共和国ビンディン省との友好交流事業、青少年海外研

修事業、英語教育推進校生徒派遣事業、マラソン交流事業とも、新型コロナウィ

ルス感染症拡大により事業は未実施のため、上記結果からは除外した。 
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３ 点検及び評価の結果 

 

 

 

 

【活力・賑わい】 

(１) 観光に関すること 

【歴史文化の保存活用】 
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①歴史文化の保存活用 

 

目   標 

史跡日根荘遺跡を含む指定文化財、埋蔵文化財等、地域の歴史と文化を物語る貴重な文化

財を、すべての市民が親しみを持ち、誇りを持つことで、地域の活性化につながるよう保存

と活用をめざす。（文化財保護課） 

 

取組及び実績 

 ○文化財保存事業 ＜評価＞ Ｂ 

   本市における文化財やその他の歴史資料の保存及び活用を図り、その重要事項の調

査審議に関しては泉佐野市文化財保護審議会の指導のもと、保存事業の推進に努めた。 

・指定文化財の所有者に対し、維持管理（一部）等への補助金交付 

国指定文化財維持管理（４件）    令和３年度 事業費 ２０７，０００円 

（令和２年度 事業費 １８９，０００円） 

・国補助及びその他の助成事業を受けて実施される民俗芸能の継承、文化財の普及啓発

（展示）事業、情報発信 

泉佐野市文化遺産活用活性化事業   

令和３年度 ７件 事業費 １０，８９１，０００円 

（令和２年度 ５件 事業費  ９，５６４，０００円） 

・文化財保存活用地域計画作成事業 令和３年度 事業費   ７１８，６００円 

令和２年度 事業費 ４，３１８，２１０円 

・文化財の普及に係る講師派遣等     令和３年度 ５件 （令和２年度 ７件） 

・歴史館いずみさの資料の収集     令和３年度 ８件  （令和２年度 ８件） 

・歴史館いずみさの資料の整理      令和３年度 １件 （令和２年度 １件） 

 

 ○史跡等保存事業 ＜評価＞ Ｂ 

   史跡名勝天然記念物の保存活用等を図る。全国で３箇所しかない中世荘園遺跡であ

る国史跡日根荘遺跡指定地の適切な保存と管理をめざすとともに、日根荘遺跡の追加

指定を進める。日根荘遺跡（長福寺跡）において暫定活用事業を実施し、史跡の活用を

図った。また、国重要文化的景観日根荘大木の農村景観の保護と活用に努めた。 

・史跡日根荘遺跡保存管理計画に基づく現状変更等行政指導 

令和３年度１１件 （令和２年度１０件） 

・日根荘の文化的景観保護推進事業 

   日根荘遺跡及び重要文化的景観の活用にかかる講師派遣・現地案内、小学校等 

の地域学習への協力・連携    令和３年度 ４回 （令和２年度 ８回） 

   日根荘遺跡の文化的景観保護に係るＧＩＳデータ作成 
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 令和３年度 １件 （令和２年度 １件） 

重要文化的景観日根荘大木の農村景観の保護に係る泉佐野市日根荘の里大木地

区景観計画に基づく届出及び指導等 

  令和３年度２８件 （令和２年度１８件） 

・史跡日根荘遺跡（長福寺跡）暫定活用事業（野外展示・普及活動） 

大木小学校の学校田の農作業体験 令和３年度 ２回 （令和２年度 ２回） 

・全国史跡整備市町村協議会臨時大会陳情活動・文化庁協議等          

令和３年度 １回 （令和２年度 １回） 

・大木まちづくり協議会        令和３年度 ５回 （令和２年度 ４回） 

大木まちづくり協議会の大木コスモス園実施・花プランター設置に協力 

・泉佐野市日根荘の里大木地区景観計画審議会 

  令和３年度 ０回 （令和２年度 ０回） 

・日本遺産「日根荘」推進事業 

協議会開催・イベント出展・シンポジウム・巡回パネル展等 

令和３年度 ７回 （令和２年度 ９回） 

日本遺産ガイド養成講座の実施  令和３年度 ３回 （令和２年度 ７回） 

  ・日本遺産「北前船」推進事業 

     認定記念式典、フォーラム・協議会等 令和３年度 ３回 （令和２年度 ４回）  

  ・日本遺産「葛城修験」推進事業 

     認定記念シンポジウム、協議会等 令和３年度 ６回 （令和２年度 ５回） 

 

○発掘調査事業 ＜評価＞ Ｂ 

   開発事業と文化財保護行政の円滑な調整により遺跡が守られ、かつ、開発事業も遅延

なく推進できることをめざす。具体的には文化財保護法に基づく届出（通知）、または

泉佐野市開発指導要綱に基づく試掘依頼書のあった開発事業に対し、必要な場合、工事

着手前に確認（試掘）調査を実施した。また、その調査の結果、遺跡の破壊が免れない

場合、記録保存調査を実施し適切な保護にあたった。成果については随時整理を行い、

普及事業など市民ニーズに対応して実施する。 

・市内遺跡の各種開発に伴う試掘・確認調査 令和３年度１８件（令和２年度２１件） 

・個人住宅建設等に伴う記録保存調査     令和３年度 ０件（令和２年度 ０件） 

・公共事業に伴う試掘・確認調査      令和３年度 ０件（令和２年度 ３件） 

・開発事業と遺跡の保存に係る窓口・電話応対業務 

                     令和３年度 平均５件/日、１，２１０件/年 

（令和２年度 平均５件/日、１，２１０件/年） 

・埋蔵文化財の発掘届出・通知件数   令和３年度 ２３４件（令和２年度１８２件） 

・開発事業に係る協議         令和３年度 ９８件（令和２年度 ６５件） 
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・市内遺跡等発掘調査による出土品整理等業務 

  令和３年度 ４件（令和２年度 ７件） 

・記録保存調査に伴う調査報告書作成業務 令和３年度 １冊（令和２年度 １冊） 

・泉州南埋蔵文化財行政広域連携事業の検討・委託…泉南市、阪南市、田尻町 

 

 ○庁舎管理事業 ＜評価＞ Ｂ 

  ・出土品や記録資料を適切に保管・収蔵するために、文化財保護課分室（Ｓ造２階、延

べ床面積４２０㎡、平成９年竣工）の維持管理を行った。また、それらを定期的に公

開し、市民への調査成果の還元を図った。出土品や記録資料の整理については進捗状

況等も含め、ホームページ等を活用し情報発信を行っていく。 

・文化財保護法に基づく発掘調査事業の記録資料の整理・出土品の収蔵量 

 総コンテナ数[累積] 令和３年度６，９６９箱（令和２年度６，９６５箱） 

・発掘調査事業及び公共・民間各種開発事業に伴う資料の整理・復元業務 

・出土品及び記録資料の貸し出しまたは見学業務 令和３年度０件（令和２年度０件） 

 

○文化財施設管理事業 ＜評価＞ Ｂ 

・指定管理者制度による旧新川家住宅の管理・運営 

入館者      令和３年度 ４，９５２名（令和２年度 ３，１７６名） 

・市指定文化財旧向井家住宅の管理運営において、地元ボランティア団体かやぶき保存

会の協力を得て、泉佐野市に唯一残る江戸時代のかやぶき農家の公開及び管理業務

を行った。 

市指定文化財旧向井家住宅の見学者・利用者数 

入館者      令和３年度   ７５４名（令和２年度   １７５名） 

・重要文化財奥家住宅の管理運営において、地元団体の奥家住宅保存会の協力を得て、

管理業務を行った。 

重要文化財奥家住宅の管理日   令和３年度１０４日 （令和２年度１０４日） 

・登録有形文化財大将軍湯の管理運営において、地元団体の大将軍湯保存会の協力を得

て、管理業務を行った。 

登録有形文化財大将軍湯の管理日 令和３年度１０３日 （令和２年度１００日） 

 

○重要文化財保存整備事業 ＜評価＞ Ｂ 

 ・市指定有形文化財妙光寺三十番神堂桧皮葺替災害復旧事業 令和２年～３年 １件 

・国登録有形文化財大将軍湯耐震補強計画、基本・実施設計業務 令和３年度 １件 

・重要文化財奥家住宅東塀仮設養生工事        令和２年度～３年度 １件 
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 ○史跡日根荘遺跡整備事業 ＜評価＞ Ｂ 

・国史跡日根荘遺跡保存整備委員会       令和３年度０回（令和２年度０回） 

  ・文化的景観保護推進事業 林道復旧修理工事  令和３年度１件（令和２年度１件） 

  ・史跡日根荘遺跡円満寺屋根改修工事     令和３年度１件 

 

○一般事務事業 ＜評価＞ Ｂ                                                        

 ・第９回いずみさの検定 

    泉佐野市の市政・歴史・文化について広く知っていただくため、いずみさの検定を 

実施した。 

いずみさの検定受験者数    令和３年度８７人（令和２年度９１人） 

 

○歴史館管理運営事業 ＜評価＞ Ｂ 

常設展「中世荘園の人びと」の運営及び特別展等の開催。普及啓発事業の開催。展示

室への入場料を無料とした平成２５年度以降、有料時（平成２４年度）と比較して、総

利用者数が増加している。また、特別展等及びエントランスホールを活用した情報発信

を行い、下記の内容による普及啓発事業を行った。 

開館日数  令和３年度   ２５０日（令和２年度   ２４６日） 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和３年４月２５日～６月２０日ま

で臨時休館 

入館者数  令和３年度 ４，５２０人（令和２年度 ４，０９７人） 

総利用者数 令和３年度 ５，１３２人（令和２年度 ４，５３４人） 

 

展示・普及啓発事業の状況 

（１）常設展について 

タ イ ト ル 期 間（日数） 観覧者数 

常設展「中世荘園の人びと」 
４月１日 ～３月３１日 

 （１１２日） 
１，４９０名 

 

（２）特別展等について 

タ イ ト ル 期 間（日数） 観覧者数 

春季企画展「絵図を読む」 ４月２９日～ ７月２５日 

（２９日） 
３９４名 

秋季特別展「いのりよ、とどけ」 

 

１０月９日～１２月１２日 

（５４日） 
１，３３１名 

冬季企画展「むかし なつかし 昭

和のくらし」 

１月１５日～ ３月２１日 

（５５日） 
１，３０５名 
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（３）ホールについて 

 

 

 

 

 

 

（４）普及啓発事業について 

展示関連講演会・展示解説 

 

 

 

 

 

 

 

  講演会・講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師派遣・各種団体との連携事業 

合        計          ３回 ３，０３０名 

（令和２年度特別展等４回 ３，４３９名） 

タ イ ト ル 期 間（日数） 観覧者数 

日根荘コーナー ４月１日～３月３１日 

 （２５０日） 
４，５２０名 

図書閲覧コーナー 

市民が参加する歴史館（歴史館ギャ

ラリー）「衣通姫イラスト原画巡回

展２０２１」 

９月１日～９月２９日 

       （２５日） 

３４４名 

市民が参加する歴史館（歴史館ギャ

ラリー）「日本遺産『葛城修験』リ

レーパネル展示会」 

２月１５日～２月２０日 

          （６日） 

１２８名 

講演・講座・講習名 講演会・講座 展示解説 参加者数 

春季企画展講演会「絵図で見る泉佐野」 ―  ６回  １４名  

秋季特別展開催記念講演会「人々のいのりと

まじない～泉佐野の信仰資料～」 
１回  ２回  ６４名 

冬季企画展 ２回  ４回  ２７名 

計 ３回  １２回  １０５名 

講演・講座・講習名 回 数 参加者数 

館長講演会  ２回   ３３名  

副館長特別講座 ３回 ７４名 

歴史学講座  １７回  ５１７名  

古文書講座  ２回  ４５名  

学芸員の出張講演・講座  １２回  ４４１名  

計 ３０回  ５２６名  

講演・講座・講習名 回 数 参加者数 

体験学習 

「土曜れきし館ワークショップ」 
２５回  ３１９名  
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（５）博物館実習 

令和３年度 ３件     ８月１７日（火）～  ８月２１日（土） 

（令和２年度 １件） 

 

取組の効果 

・文化財保存事業 

文化財を適切に保護することで、文化財としての価値を維持し、地域の活性化やまちづ

くりに寄与し、市民の郷土や文化財への理解と関心を高めることができた。また、今後の

文化財保存のため、歴史史料や建造物の文化財調査を行った。 

 

・史跡等保存事業 

国史跡指定地の多くが日常的に生業・生活等の場として利用されており、文化財として

の価値を維持しつつ適切な保存と管理を進めることができた。 

平成２５年１０月に選定された重要文化的景観日根荘大木の農村景観についての保護

推進や普及事業等とともに、地域の文化財や景観の保護について取り組みを進めること

ができた。 

令和元年５月に日本遺産「旅引付と二枚の絵図が伝えるまち―中世日根荘の風景―」が

認定されたことに伴い発足した、日本遺産日根荘推進協議会の事務局事務及び補助金申

請事務等を行い、日本遺産ガイド養成講座や全国中世荘園サミット in東京、日本遺産「日

根荘」パネル in東京、日本遺産「日根荘」ＰＲワークショップの運営、歴史漫画「日根

荘物語」、「日根荘」周遊促進ＡＲアプリ、「衣通姫イラストコンテスト」の開催等、人材

育成・普及啓発等について取り組みを進めることができた。 

令和２年６月に、複数の市町村にまたがってストーリーが展開するシリアル型の日本

遺産である「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」の認

定を受けたことに伴い、北前船日本遺産推進協議会とは別に発足した、泉佐野北前船推進

協議会の事務局事務及び補助金申請事務等を行い、周遊アプリの開発を始める等、情報発

信についての取り組みを進めることができた。 

同時に、同じくシリアル型の日本遺産である「葛城修験」―里人とともに守り伝える修

験道はじまりの地」の認定を受け、葛城修験日本遺産活用推進協議会に参画し、普及啓発

冬季企画展イベント「昭和歌謡祭」  ６回  ５８名  

小学校出前授業 ２回      １５４名  

小中学校見学対応 ５回      ２８９名  

その他見学対応 ７回      ７３名  

でかける歴史館 １回  １７名  

計 ４６回  ９１０名  
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関連事業について取り組みを進めることができた。 

また、令和元年度より策定を進めてきた文化財保存活用地域計画事業が完了し、７月に

文化庁より認定を受けた。成果物として地域計画の冊子を協力・関係機関に送付した。ま

た、地域計画策定事業に伴い得られた成果を講演等を行うことで市民に還元することが

できた。 

市史編纂事業で収集した史料を日本遺産のＰＲで活用した。 

 

・発掘調査事業 

文化財保護法により事業実施は定められており、埋蔵文化財の価値を損なう開発事業

等に対して、遺跡の有無・範囲・内容を把握するために緊急的な発掘調査を実施し、遺跡

の取り扱いに関して円滑な調整を図るとともに、適切な保存措置を講じることができた。

また、発掘成果や遺物は、歴史館いずみさのでの展示を通じて、市民に広くその重要性に

ついて啓発することができた。 

近年の埋蔵文化財行政については、近隣市町村の専門担当者の雇い止め、高齢化に伴い、

大規模な開発に対応できないことから、埋蔵文化財行政の先進市である本市が、泉南市・

阪南市・田尻町と事務委託を締結し、予算比調整を行い、令和４年度より泉州南埋蔵文化

財行政広域連携事業として開始する運びとなった。 

 

・庁舎管理事業 

発掘調査事業で得られた出土品や記録資料の保管・収蔵を適切に行い、報告書作成及び

展示業務を進める上での基礎作業を行うことができた。 

 

・文化財施設管理事業 

 泉佐野市では民家住宅の文化財建造物が多く、その維持管理と活用が大きな課題とな

っている。旧新川家住宅、旧向井家住宅、奥家住宅、大将軍湯において、指定管理者ある

いは地元の保存会と事業展開を図ることにより、適切で効果的な維持管理及び公開を行

うことができた。 

 

・重要文化財保存整備事業 

重要文化財・府指定文化財の修理等に対する補助を実施し、文化財保存に向けた対策を

進めることができた。 

 

・史跡日根荘遺跡整備事業 

国史跡日根荘遺跡保存整備委員会を開催し、日根荘遺跡保存活用計画の策定事業を行

った。また、日根荘大木の重要文化的景観の保護を推進した。 

 



14 

 

・一般事務事業 

いずみさの検定を開催することで、泉佐野市のＰＲにつながった。 

 

・歴史館管理運営事業 

平成２８年度より指定管理者制度に移行し、公益財団法人大阪府文化財センターが

指定管理者として歴史館の管理運営を行っている。日根荘をテーマとした常設展示の

ほか、泉州地域の幅広い歴史・文化についての展示や、講座や講演会の開催、ホームペ

ージによる情報発信等により、年々高まりつつある市民の歴史・文化に関する学習ニー

ズに応えるとともに、新たな興味関心の掘り起こしに努めた。 

また、日本遺産「日根荘」事業として、歴史館いずみさののエントランスホールを日

本遺産ガイダンスセンターとして改修し、日根荘及び日本遺産にかかる情報発信機能

の強化に努めることができた。 

市史編纂事業で収集した史料を特別展・企画展で活用した。 

 

今後の課題 

 ・文化財保存事業 

   文化財を保存・活用するためには、適切に保存管理することが基本であり、文化財の

指定・登録・保存整備及び維持管理は今後も継続的に行う必要がある。併せて、文化財

の保存には地域と市民の理解と協力が不可欠であり、積極的に文化財を公開するとと

もに、文化財のより一層の周知・広報に努め、普及啓発を推進する。また、未指定文化

財の選定調査、指定化を進める必要がある。 

 

・史跡等保存事業 

国史跡日根荘遺跡の新たな追加指定地にかかる適切な保存と日常的な管理を所有者

と共通の認識を育むために保存管理計画の策定に基づいて、将来の史跡公園などへの

整備をめざすことが必要である。 

また、重要文化的景観日根荘大木の農村景観の保全に向け、景観計画と合わせて地域

とともに文化財と景観の保護について継続的な啓発や普及事業を推進する。 

３つの日本遺産の市外への周知、民間と連携した取り組みを徹底する。 

 

 ・発掘調査事業 

   迅速かつ効率的に実施するために発掘調査基準等を踏まえた発掘調査の実施と窓口 

業務から保存までの事務手続き及び調査・協議体制の充実に努める。また、「埋蔵文化

財の保護体制の整備充実について」（平成８年、文化庁）を受けて、今後は発掘調査事

業への民間調査組織の導入も予想されることから、そのための監理・判断が可能な体制

づくりが求められる。調査成果の即時公開や普及啓発にかかる業務を一層推進する。 
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 泉州南埋蔵文化財行政広域連携事業の開始に伴い、広域連携事業の充実と拡充、適切

な人員配置と専門知識の習熟に努める。 

  

 ・庁舎管理事業 

   出土品他収蔵資料のデータベース化を継続して行い、広く検索・貸出機能がスムーズ

に行えるよう推進する。そして、資料データのアーカイブ化に努める。 

    

 ・文化財施設管理事業 

旧新川家住宅、旧向井家住宅、奥家住宅、大将軍湯については、文化財の価値を維持

するため、保存修理等の対策を推進する。 

 

 ・重要文化財保存整備事業 

指定文化財の保存に必要な整備等の事業を、所有者等と連携しつつ実施し、文化財保

存に向けた対策を推進する。特に、重要文化財奥家住宅の東土塀の復旧工事について、

先行して整備を進める。 

 

 ・史跡日根荘遺跡整備事業 

   史跡日根荘遺跡および日根荘大木の重要文化的景観の保存活用に必要な整備事業を、

所有者・管理者等と連携しつつ実施し、将来的に史跡指定地の公有化及び整備計画の検

討を行い、史跡環境の充実に向けた推進する。 

 

・歴史館管理運営事業 

未だ歴史館を利用されていない市民の利用を促進する必要がある。歴史館の所蔵資

料のデータベースのうち、公開のための整理ができていないデータベースの整理作業

及びアーカイブ化と公開を図る必要がある。 
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【活力・賑わい】 

(２) 国際化に関すること 

【国際化の推進】 
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①国際交流の推進 

 

目   標 

海外派遣・受入事業や文化・スポーツ交流事業を展開することにより、本市の未来を担う

若い世代の国際感覚を養い、市民の国際意識の高揚に努める。（学校教育課） 

 

取組及び実績 

  

 ○ベトナム社会主義共和国ビンディン省との友好交流事業 ＜評価＞   

   令和元年１０月に友好交流の覚書を締結したベトナム社会主義共和国ビンディン省

へ市立中学校の生徒を派遣し、歴史遺産等の見学による歴史学習や地元中学生等との

遊びや文化の紹介などの交流を通じて、友好の絆を深める。 

   本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により事業中止。 

 

 ○青少年海外研修事業 ＜評価＞   

   青少年をオーストラリア連邦クィーンズランド州サンシャインコーストへ派遣し、

英語研修や文化体験を実施するとともに、ホームステイや学校・高齢者施設訪問など現

地の人々との交流を通して国際感覚を磨くことにより、本市の国際化を推進する人材

育成に努める。 

   本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により事業中止。 

    

 ○英語教育推進校生徒派遣事業 ＜評価＞   

   英語に対する学習意欲を高めることを目的として、市立中学校３年生の生徒１０名

をオーストラリア連邦クィーンズランド州サンシャインコーストへ派遣する。現地で

は、英語レッスンやホームステイなどを行い、外国の言葉と文化に触れ、人々とふれあ

うなかで国際理解を深める。 

   本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により事業中止。 

    

 ○マラソン交流事業＜評価＞   

   生涯にわたりスポーツに親しむ人々が増えるなか、マラソン大会出場を中心に据え

て市民レベルでの国際交流を展開する。 

   本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により事業中止。 

 

※上記４事業、ベトナム社会主義共和国ビンディン省との友好交流事業、青少年海外

研修事業・英語教育推進校生徒派遣事業・マラソン交流事業とも、新型コロナウ

ィルス感染症拡大により事業は未実施のため、評価不能。 
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【子育て・教育】 

(３) 子ども・子育てに関すること 

【教育・保育の充実】 
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➀幼児教育の充実 

 

目   標  

人間形成の基礎となる心情・意欲・態度を育てるなど、心豊かな人間づくりのための教育

を進める。 （こども部子育て支援課・学校教育課・教育総務課） 

 

取組及び実績 

・幼児教育の振興充実（健康に留意し、園生活の中で人間形成の基礎となる心情・意欲・態

度を育て、社会の変化に自ら対応できる心豊かな人間の形成に努めた。） 

○こども園健康管理事業 ＜評価＞ Ａ 

   園児の健康管理をした。 

   ・尿検査実施人数 延べ  令和３年度 ３４６人 （令和２年度 ３３３人） 

 

 ○幼稚園利用助成事業 ＜評価＞ Ａ      

   令和元年１０月からは幼児教育・保育無償化に伴い、私立幼稚園に対し、幼稚園利用 

助成事業補助を行った。 

   ・幼稚園利用助成事業補助額  令和３年度 ２８０件 ８２，７９２，２６０円 

令和２年度 ３０９件 ９０，３０８，８５０円   

     

 ○こども園教育研究事業 ＜評価＞ Ａ 

   ・公立こども園教員の研修を行い、視野を広め、資質向上を図った。 

   ・研修会実施回数  令和３年度 ３４回 （令和２年度 ３５回） 

 

 ○こども園通園バス事業 ＜評価＞ Ａ 

   ・公立こども園に在園する園児の送迎。 

   ・バス運行台数   令和３年度  ４台、利用者数 ４２人  

（令和２年度  ４台、利用者数 ５８人） 

 

○こども園運営事業 ＜評価＞ Ａ 

   こども園における消耗品・備品等については、配分予算により執行しており、園児数、

クラス数などに応じて配分された予算の中から、各園が工夫し、計画的な整備を進め

る。（３０年度より認定こども園となり全園児数の３、４、５歳児の割合約７１％で

計算 

・需用費（消耗品費・印刷製本費・修繕料・医薬材料費など） 

   令和３年度  ４３，７５２千円  （令和２年度  ４５，９２７千円） 
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・備品購入費（教材等） 

令和３年度   ２，７３１千円  （令和２年度   ２，９１５千円） 

 

取組の効果  

・コロナ禍ではあるが、教職員の資質向上のため、工夫を凝らし教職員の研修は可能な限り

継続することができた。 

・限られた予算の中で教材、消耗品、備品等教育環境の充実をさせることができた。特に新

型コロナウイルス感染症に対する補助金により、対策の備品等充実させることができた。 

 

今後の課題 

・地域に根ざした行事や取り組み等を質・量ともに充実させることに努める。 

・社会状況に応じた認定こども園の教育環境整備と円滑な運営。 

・平成３０年度認定こども園化における教育体制の整備。 

・様々な感染症対策の必要性があるため、対策の研究、備品の購入等に努める。 
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➁留守家庭児童会の充実 

 

目   標 

保護者が就労等の理由により、昼間、家庭にいない児童たちに、平日の放課後や土曜日、

長期休業日において、家庭に代わる生活の場を提供し、児童の健全な育成を図るとともに、

保護者が安心して仕事と子育ての両立が出来るように支援すること。（学校教育課） 

 

取組及び実績 

 ○泉佐野市放課後児童健全育成事業 ＜評価＞ Ｂ 

  留守家庭児童会一覧（登録者数５／１現在） 

   第一小学校留守家庭児童会  令和３年度  ５６名（令和２年度  ７３名） 

   第二小学校留守家庭児童会  令和３年度 １５１名（令和２年度 １８５名） 

   第三小学校留守家庭児童会  令和３年度  ２８名（令和２年度  ３４名） 

   日新小学校留守家庭児童会  令和３年度 １２７名（令和２年度 １２５名） 

   北中小学校留守家庭児童会  令和３年度  ８０名（令和２年度  ７８名） 

   長坂小学校留守家庭児童会  令和３年度  ２９名（令和２年度  ３２名） 

   日根野小学校留守家庭児童会 令和３年度 ２１８名（令和２年度 ２４３名） 

   大木小学校留守家庭児童会  令和３年度  １０名（令和２年度   ９名） 

   上之郷小学校留守家庭児童会 令和３年度  ６６名（令和２年度  ８６名） 

   長南小学校留守家庭児童会  令和３年度  ５８名（令和２年度  ７３名） 

   末広小学校留守家庭児童会  令和３年度  ５２名（令和２年度  ５４名） 

   佐野台小学校留守家庭児童会 令和３年度  ５６名（令和２年度  ４４名） 

   中央小学校留守家庭児童会  令和３年度 １３１名（令和２年度 １５６名） 

 

  開設日及び開設時間 

   月曜日から金曜日の放課後  授業終了後から午後７時まで（延長保育も含む） 

   土曜日及び長期休業日  午前８時３０分から午後７時まで（延長保育も含む） 

 

   平成２７年度～令和３年度は、株式会社セリオに業務委託により実施。 

   各留守家庭児童会で週２回、学習支援プログラムを実施。 

 

取組の効果 

・すべての小学校区で待機児童を出さずに、すべての登録者が利用できた。 

 

今後の課題  

・民間による大規模開発等による対象児童数の増加による待機児童数の発生が懸念される。  
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【子育て・教育】 

(４) 学校教育に関すること 

【義務教育の充実】 
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①義務教育の充実 

ア 学力の向上 

 

目   標  

基礎、基本的な学習内容の確実な定着と、自ら学び、考える力など、「確かな学力」の育

成を図るとともに、児童生徒や保護者・地域ニーズをふまえた、特色ある教育課程の編成、

教育環境の充実を進める。 （学校教育課・教育総務課） 

 

取組及び実績 

・教育内容の充実及び特色ある取り組みの展開 

  ○いずみさの教育文化運動＜評価＞ Ａ 

  泉佐野市教育委員会では、学力向上を学校教育における最重要課題の一つとして、

平成２０年度に学力向上プロジェクトチーム（学力ＰＴ）を設置した。 

学識経験者、校園長及び指導主事で構成される本ＰＴは、豊かな教育文化の創造を

めざすことによって初めて、学力向上が可能になり、そのためには教職員の指導力の

向上と家庭・地域・社会の教育力の高まりが欠かせぬものであるとの認識のもと、「学

力を支える４つの力」の育成をめざし「いずみさの教育文化運動」を提案した。この

運動は平成２１年度から実践されてきたが、令和３年度においては、主に４つの取り

組みを実施した。 

「学力を支える４つの力」の育成  

①文化力の向上 

・芸術活動やスポーツを楽しむ子どもを育成する。 

・文化、歴史、産業などの学習活動を通して地域を愛し大切にする子どもを育成

する。 

 ②学び力の向上 

・わかる授業、楽しい授業、学習規律を確立し、子どもの学び力を向上させる。 

・家庭学習習慣の定着を図る。 

・子どもが将来に夢と希望をもち学習できるようキャリア教育を推進する。 

③人間力の向上 

・基本的生活習慣の確立、道徳教育の推進により、子どもの自尊感情を高め、仲

間を大切にする心を育む。 

・人権教育の推進や人間関係力を育成する。 

④教育力の向上 

・保護者に信頼され、地域に愛される学校・園となるよう教育研究、研修を推進

する。 

・家庭や地域との協力、連携を図る。 
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   ・「４つの取り組み」 

① 「学びの場研修」の設定 

      学校園が直面する課題への対応の研究と子ども理解に基づく実践・方策の提案をとお

して、すぐれた実践力をもつ教職員の育成、教育活動推進の気運の醸成を行うことを目

的に、年間３回の研修会を実施した。 

 

   ②「授業改善に資する学びの創造」講座の実施 

     子どもたちの「主体的・対話的で深い学び」をめざして、先行的な実践者による

研修や、具体的な授業研究を連続講座として実施することにより、教職員の実践的

な指導力や授業力を高め、子どもたちのコミュニケーション力や集団づくりに基

づく確かな学力を育む魅力ある授業づくりの創造についての共通理解を深めた。

モデル校での公開授業を中心に市域全体に発信共有し、年間５回開催した。 

 

   ③「人間関係づくりの研究」の推進 

     感情のコントロールや子どもたちの心育て、コミュニケーションスキル等の人 

間関係づくりは、学力向上にとって不可欠な要素であると捉え、市全体で取り組む

ことができる一つの手法として「セカンドステップ」を導入し、その研修や研究を

推進する。「セカンドステップ」には次のような効果が期待できる。 

・怒りの感情をコントロールすることができるようになる 

・相手の気持ちがわかり、自分の気持ちを適切に表現できるようになる 

・困った場面で、何をすればいいか理解でき行動できるようになる 

・指導する時に、予防的に学んだことを思い出させ、どうすれば良かったかを

問うことで行動をふりかえらせることができる 

 

   ④「泉佐野市教育フォーラム」の開催 

     保護者や市民と教職員がともに研修できる場として、また教育の取り組

みや成果等を発表する場として、泉佐野市ＰＴＡ連絡協議会と協働で「教

育フォーラム」を実施した。 

 

・教育委員会ニュースの発行 

     各校園の様々な取り組みや行事を多くの人々に発信し紹介することにより、学

校園間における情報交流及び共有を進め、教育内容の充実を図った。また、教育

委員会主催の講演会・研修会等の情報提供や内容紹介により教職員の資質向上に

努めた。 

     ・発行号数 ６号（市教育委員会のホームページ参照） 
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○少人数学級の推進 ＜評価＞ Ａ 

   小学校の３～６年生の学級定数が３５人以下（国は４０人）となるように、小学校７

校【第一小学校の３年生、第二小学校の５年生と６年生、日新小学校の４年生、北中小

学校の３年生、日根野小学校の６年生、上之郷小学校の４年生と６年生、中央小学校の

４年生】に市単費で９名の教職員の配置を行った。 

 

取組の効果 

・学力向上プロジェクトチーム会議を６回開催し、「いずみさの教育文化運動」を推進した。 

・人間関係づくりの研究の一環としてセカンドステップの普及に努めた。 

・授業改善・集団づくりについての新たな手法について提案した。 

・少人数学級の推進により教師の関わり方に見られた効果として、子どもたちに対して、教

師の目が行き届き、子どもの話をじっくり聞くことができた。また、配慮を要する子ども

にきめ細かな対応ができ、良好な人間関係を築くことができた。保護者や教職員からも、

先進的な取り組みであり感謝しているとの声が届いている。さらに、、フィジカルディス

タンスの確保による心の安定や、算数の九九や国語の漢字の定着率にも効果が見られて

おり、基礎学力の向上に効果を上げている。 

 

今後の課題 

・「いずみさの教育文化運動」のこれまでの成果と課題をふまえ、さらに充実した取り組み

をめざす。引き続き、教育活動のベースとなる「子ども理解」を深める研修等を進めてい

くことが必要。 

・「全国学力学習状況調査」の結果は、各学校が分析を進め、それぞれの成果や課題、今後

の取り組み等について、学校だよりやホームページ等で発信している。教育委員会では、

子どもたちに生きて働く確かな学力を育むことを目標として、主体的な学びの実現に向

けて、「泉佐野スタンダード」を活用し、授業改善の取り組みを進める。 

・少人数学級を継続・推進するとともに、他の加配教員による習熟度別指導や専科指導を

充実させ、ＩＣＴ機器等も活用しながら、児童への個別最適な学習を進めていくことが

必要。  
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イ 教育委員会の円滑な運営 

 

目   標 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」及び「泉佐野市教育委員会会議規則」の規

定により、「泉佐野市教育委員会の事務委任規則等に関する規則」の規定に基づく事項につ

いて審議を行う。また、教育委員が学校訪問し、学校での児童・生徒の様子や学校の施設整

備等、現状と問題点を把握し、学校経営・教育活動の改善を図る。 

教育委員が市長、市議会議員及び府教育委員と意見交換を行うなど、また、各種研修会に

参加することで教育委員としての資質・能力の向上を図るとともに、情報交換を行い、教育

問題の把握・解決に努める。 （教育総務課） 

 

取組及び実績 

○教育委員会運営事業＜評価＞ Ｂ 

教育委員会議の開催 

    ・委員会開催回数    定例会  １２回 

    ・議案件数       審議件数 ３１件 報告件数 ３６件                            

   教育委員体制 ７名 

教育委員会主催事業等への出席 

・表彰式、成人式 

学校、行事への参加 

    ・卒業式 

    ※その他の行事については、新型コロナウイルス感染症拡大により中止及び参加

自粛 

   校園長会への出席 

   教育委員国際交流事業等同行 

    ※新型コロナウイルス感染症拡大により中止 

   各種研修会への参加 

    ※新型コロナウイルス感染症拡大により中止若しくは書面会議 

   他市教育委員会視察 

    ※新型コロナウイルス感染症拡大により中止 

 

取組の効果   

・毎月の定例会のほか、教育的課題についての意見交換や対応を検討するため勉強会等を適

宜開催した。 

・教育委員会議は、附議事項の審議を行うとともに、教育委員会事務局からの情報提供や報

告事項を伝え理解が深まった。 
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今後の課題  

・教育委員会の意思決定に地域住民の意向を反映していくために教育委員会事務局や学校

に寄せられた意見等の教育委員への報告や教育委員会や学校が取り組んでいる施策を十

分に知らせるよう、積極的な情報発信が必要。 
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ウ 義務教育施設等の整備 

 

目   標  

児童・生徒等の安全を守り、安心で豊かな教育環境を整備するとともに、地域住民の安全

と安心を確保する。 （教育総務課） 

 

取組及び実績 

・学校施設の管理 

○学校施設管理事業 ＜評価＞ Ｂ 

市立小中学校における学校施設管理上必要な光熱水費、役務費等を計上。また、各種

施設管理委託業務を実施することにより、良好な教育環境の維持に努めた。 

・事業費   

令和３年度 小学校 １５７，０４９，５８４円 中学校 ７６，７１６，５０１円 

（令和２年度 小学校 １４４，９３８，６１１円 中学校 ７０，１２５，５１１円） 

 

○学校施設整備事業 ＜評価＞ Ｂ 

学校施設の維持管理工事を実施することにより、児童・生徒の安全及び教育環境の改

善を図るとともに、健康的な学校生活と多彩な学習環境の維持に努めた。 

・事業費    

令和３年度 小学校 １１，０８５，４８１円 中学校 ２，７４３，５４９円 

（令和２年度 小学校 １２，７６３，６５２円 中学校 ４，６９５，３９４円） 

 

〇日新小学校整備事業 <評価> Ａ 

教育環境の改善を図る為、トイレ洋式化改修工事を行い、安全で豊かな教育環境の

維持に努めた。 

日新小学校トイレ改修工事監理業務委託・日新小学校トイレ改修工事 

・事業費   ２７，３８６，５１３円 

 

○長坂小学校整備事業 <評価> Ａ 

   教育環境の改善を図る為、トイレ洋式化改修工事を行い、安全で豊かな教育環境の

維持に努めた。 

   ・長坂小学校トイレ改修工事 

   ・事業費    ７，７１１，０００円 

 

〇中央小学校整備事業 <評価> Ａ 

教育環境の改善を図る為、トイレ洋式化改修工事を行い、安全で豊かな教育環境の



29 

 

維持に努めた。 

・中央小学校トイレ改修工事監理業務委託・中央小学校トイレ改修工事 

・事業費    ３８，０２２，５８８円 

 

○末広小学校整備事業（繰越）<評価> Ａ 

   教育環境の改善を図る為、トイレ洋式化改修工事、屋上防水、外壁改修工事、電気

設備工事、機械設備工事等を行い、安全で豊かな教育環境の維持に努めた。なお、本

事業は、令和２年度に工事予定であったが、コロナ感染症対策のため、令和３年度に

繰り越して事業を実施した。 

    ・末広小学校大規模改修工事監理業務委託・末広小学校大規模改修工事・末広小

学校大規模改修電気設備工事・末広小学校大規模改修機械設備工事 

    ・事業費   １１８，８５５，０００円 

 

 〇長南小学校プール整備事業<評価> Ａ 

   児童の水泳技術の習得及び健康増進と体力向上、浄水型プール設置により災害時の

飲料水を確保する避難所としての役割を果たすため、プール整備用地の測量、地質調査、

プール整備用地の取得等を行った。 

   ・長南小学校プール用地測量業務委託・長南小学校プール整備工事地質調査業務委 

託・長南小学校プール整備用地取得費・長南小学校プール整備用地取得に係る鑑定 

書作成業務 

   ・事業費    １９，９９９，４７４円 

 

〇小学校空調整備事業<評価> Ａ 

屋内運動場の空調設置により、猛暑時の児童の熱中症対策を行うとともに、避難所の

環境改善を図るため、屋内運動場空調設備設置工事を行った。 

・第一小学校・第二小学校・長坂小学校・長南小学校・中央小学校屋内運動場空調設備

設置工事監理業務委託・屋内運動場空調設備設置工事 

・事業費   ２６９，５６７，４６７円 

 

 〇小学校図書室整備事業<評価> Ａ 

   教育環境の改善を図る為、図書室改修工事を行い、豊かな教育環境の維持に努めるた

め、図書室改修工事の実施設計を行った。 

  ・長坂小学校・上之郷小学校・中央小学校図書室改修工事設計業務委託 

   ・事業費     ２，７２８，０００円 
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○長南中学校プール整備事業<評価> Ａ 

  生徒の水泳技術の習得及び健康増進と体力向上、浄水型プールの設置により災害時 

の飲料水を確保する避難所としての役割を果たすため、プール建替工事実施設計、地質

調査を行った。 

  ・長南中学校プール建替工事設計業務委託・長南中学校プール建替工事地質調査業務 

委託 

  ・事業費    １０，３４３，８７２円 

 

○佐野中学校整備事業<評価> Ａ 

  教育環境の改善を図る為、トイレ洋式化改修工事を行い、安全で豊かな教育環境の維

持に努めるため、トイレ改修工事の実施設計を行った。 

  ・佐野中学校トイレ改修工事設計業務委託 

  ・事業費     ２，０３５，０００円 

 

〇中学校空調整備事業<評価> Ａ 

屋内運動場の空調設置により、猛暑時の児童の熱中症対策を行うとともに、避難所の

環境改善を図るため、屋内運動場、武道場及び配膳室の空調設備設置工事を行った。 

・日根野中学校屋内運動場・武道場・配膳室空調設備設置工事 

・事業費    ９６，８７３，３３３円 

  

 〇中学校屋外照明整備事業<評価> Ａ 

   市民の生涯スポーツの振興を目的として、学校教育に支障のない範囲で施設開放の

拡大を図るため、新池中学校グラウンドへの夜間照明設置工事を行った。 

   ・新池中学校屋外照明整備工事監理業務委託・新池中学校屋外照明整備工事 

   ・事業費   ４５，９１４，０００円 

 

・教育環境の充実 

○学校管理運営事業＜評価＞ Ｂ 

       学校における消耗品・備品等については、配分予算により執行しており、児童・生徒

数、クラス数などに応じて配分された予算の中から、各学校が工夫し、計画的な整備を

推進した。 

      新型コロナウイルス感染症対策では、全小中学校での手指消毒液・マスク・飛散防止

用パーテーション等の衛生用品・事務用品等を学校保健特別対策補助金を活用し、児童

生徒の感染症防止を徹底した。（需用費１２，１８２，９７２円） 

・需用費（消耗品費・印刷製本費・修繕料・医薬材料費等） 

令和３年度 小学校 ２２，４０４，６０９円 中学校 １９，６４２，７２９円 
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   （令和２年度 小学校 ５７，１３５，２４１円 中学校 １５，８１７，３６８円） 

  

・備品購入費（一般・教材・支援・図書備品等） 

    令和３年度 小学校  １２，０７０，０１０円 中学校  ８，０４６，１６７円 

（令和２年度 小学校 ３２２，１８６，８８３円 中学校 １８２，９８１，８７９円） 

        

 うち教材備品 

    令和３年度 小学校  ４，０３０，７３４円 中学校  ２，４６３，２１３円 

   （令和２年度 小学校  ４，２７１，１３２円 中学校  ２，７３３，９９２円） 

 

うち図書購入費 

    令和３年度 小学校  ３，８１１，２２７円 中学校  ２，４７９，９８１円 

（令和２年度 小学校  ３，７５８，００２円 中学校  ２，４７８，７３０円） 

 

取組の効果 

・経年劣化による老朽化に対する継続的な施設整備や非構造部材の耐震化を行うことによ

り、児童、生徒、地域住民の安全確保等の向上を図ることができた。また、トイレの洋式

化改修、プールの整備を行うことにより、教育環境の改善を図ることができた。 

・多様な学習活動に対応するため、予算の範囲内にて可能な限り備品等の整備を行った。 

・補助金を活用し、感染症対策を児童生徒に徹底することで、正しい手洗い・咳エチケット

などの基本的な徹底と、感染症を正しく理解するための意識が上がったことで、児童生徒

間での感染リスクを下げることが出来た。 

 

「学校別トイレ洋式化率」 

小学校 令和２年３月末 令和３年３月末 令和４年３月末 

第一小学校 84.8% 84.8% 84.8% 

第二小学校 60.2% 60.2% 60.2% 

第三小学校 60.0% 60.0% 60.0% 

日新小学校 52.9% 52.9% 88.9% 

北中小学校 52.8% 52.8% 52.8% 

長坂小学校 56.1% 56.1% 61.4% 

日根野小学校 79.2% 79.2% 79.2% 

大木小学校 55.0% 55.0% 55.0% 

上之郷小学校 44.0% 44.0% 44.0% 

長南小学校 70.5% 80.3% 80.3% 
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末広小学校 50.0% 50.0% 95.9% 

佐野台小学校 80.8% 80.8% 80.8% 

中央小学校 53.7% 53.7% 95.2% 

小学校全体 61.5% 62.3% 72.2% 

    

中学校 令和２年３月末 令和３年３月末 令和４年３月末 

佐野中学校 42.1% 42.1% 42.1% 

新池中学校 50.0% 50.0% 50.0% 

第三中学校 44.9% 47.6% 47.6% 

日根野中学校 52.5% 52.5% 52.5% 

長南中学校 91.4% 91.4% 91.4% 

中学校全体    56.2%    56.7% 56.7% 

                        

 

今後の課題 

・より安全安心な教育環境の整備を図るため、引き続き非構造部材を含めた耐震化を推進し

ていくとともに、昭和４０～５０年代に整備された建物が多く、耐用年数を迎えることに

なる学校施設の老朽化対策として、改築より費用対効果が大きく、環境にやさしい長寿命

化改修工事の実施を検討していく必要がある。 

・新学習指導要領への対応や情報化の進展に伴う情報関連機器の配備、消耗品や備品購入な

ど学校からのニーズに対し、予算の有効活用に努め、事務改善やコスト意識を持つなど更

なる創意工夫を行い、効果的な整備充実を図っていく必要がある。 
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エ 学校教育事業 

 

目   標 

人と人とのふれあいを大切にするとともに、学習意欲を高め、特色ある魅力的な学校づく

りに努める。（学校教育課） 

 

取組及び実績 

・確かな学力の育成と人権教育や支援教育、生徒指導やキャリア教育など特色ある教育の推

進を行なった。（基本的な学習内容の確実な定着と自ら学び、考える力など、「確かな学力」

の育成を図るとともに、児童・生徒や保護者・地域のニーズをふまえた特色ある教育課程

の編成を進めた。） 

・新学習指導要領の本格実施（小学校令和２年度・中学校令和３年度）改訂の趣旨の周知徹

底を図るとともに、「主体的・対話的で深い学び」及び「指導と評価の一体化」の実現を

めざした授業改善の推進を行った。 

 ○学校教育研究事業 ＜評価＞ Ａ 

 ・研修会実施回数          令和３年度 １４回（令和２年度 １４回） 

   ・教科領域別研究会         令和３年度４６５回（令和２年度４２５回） 

   ・学校支援コーディネーター相談回数 令和３年度 ６３回（令和２年度 ７１回） 

   ・学力支援コーディネーター研究・講演等回数 

                     令和３年度 ７１回（令和２年度 ７１回） 

※市主催の教職員研修 

研修会名 回 内 容 講 師 人数 

初任者研修 

※指導主事による 

学校訪問は除く 

４ 

① 生徒指導・教育課程に

ついて 

②カウンセリング実技（２

回開催） 

③地域教材・地域人材等の

活用 

本市指導主事 

 

本市臨床心理士 

本市職員（自治振興

課・文化財保護課・

まちの活性課） 

４０ 

 

３４ 

 

３３ 

２年次研修 

 ※指導主事による 

  学校訪問は除く 

４ 

①２年次研修について 

②社会体験研修Ａ 

③社会体験研修Ｂ 

 

④班別研究授業 

本市指導主事 

中央図書館職員 

木馬園・こども園職

員 

本市指導主事 

１８ 

１８ 

１８ 

 

１８ 

１０年経験者研修 ２ 

①１０年経験者研修につ

いて 

②実践交流会 

本市指導主事 

 

本市指導主事 

１９ 

 

１９ 
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初任者及び２年次研修 １ 実践交流会 本市指導主事 ３２ 

１０年経験者及び初任

者研修 
１ 

１０年経験者による研究

授業 
本市指導主事 ５２ 

１０年経験者及び２年

次研修 
１ 不登校問題について 府ＳＳＷ １８ 

救命救急講習（中止） ０ 普通救命講習Ⅱ 
泉州南広域消防本部 

救命救急士 
０ 

教育支援センター研修 ２ 
教育支援センター活動体

験 

教育支援センター長 

本市指導主事 
６ 

 

○学校行事事業 ＜評価＞ Ａ 

 学校水泳や音楽会等の学校行事の支援 

  ・学校水泳受講者のべ人数 

     小学校 令和３年度 １０，５５５人（令和２年度 中止） 

     中学校 令和３年度  １，９９５人（令和２年度 中止） 

   ・送迎バス運行回数 

小学校 令和３年度 ２０回（令和２年度 中止） 

   ・小中学校合同音楽会参加学校数 

    （新型コロナウイルス感染症拡大により事業中止） 

     小学校 令和３年度 未実施（令和２年度 未実施） 

    中学校 令和３年度 未実施（令和２年度 未実施） 

   ・通学時送迎バス年間運行日数 

     第一小学校（登校時２便、下校時２便） 

         令和３年度 ２１８日（令和２年度 １９８日） 

     大木小学校（登校時１便、下校時２便） 

         令和３年度 ２１６日（令和２年度 １９２日） 

 

○おおさか元気広場推進事業 ＜評価＞ Ｂ 

   学校休業日の土曜日において、子どもの安全で安心な活動場所を確保し、地域の参

画・協力を得て、子どもの体験・交流活動及び学習活動等の機会を提供している。また、

平成２９年度からは月１回、近隣の団体や大学生と一緒に様々な活動を実施している。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大のため、４月から１２月まで実施できなか

った。 

   ・参加児童数 令和３年度 １，１３５人（令和２年度 ３，４６１人） 
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○小中学校教材整備事業 ＜評価＞ Ｂ 

 ①情報教育に係るパソコン教室の機器の維持管理 

    平成３０年度から３年間で全小中学校の教育用コンピューターの更新業務を行っ

た。 

    ・教育用コンピューター設置状況   小学校１３校 ５１３台 

                      中学校 ５校 ２０５台 

       

 ○小中学校教育研究事業 ＜評価＞ Ｂ 

  図書館司書による学校図書館への巡回指導。英語教育のための外国人指導者の巡回

指導。英語指導助手については、令和元年度から直接雇用となり、所属中学校から近隣

の小中学校をに曜日を固定して巡回できるようになったため、英語教育の充実につな

がった。 

   ・学校図書館司書配置状況     令和３年度７人（令和２年度７人） 

   ・英語指導助手配置状況（ＡＬＴ） 令和３年度５人（令和２年度５人） 

 

○小中学校健康管理事業 ＜評価＞  Ａ 

   児童・生徒及び教職員の健康管理をした。 

    ・就学時健康診断受診者数  令和３年度７６５人（令和２年度７０６人） 

   ・結核検診問診調査実施人数 令和３年度６，９０７人（令和２年度７，０７２人） 

・尿検査実施延べ人数    令和３年度１３，５３８人（令和２年度１４，３２２人） 

   ・心臓検診実施人数     令和３年度１，４９０人（令和２年度１，４７０人） 

   ・脊柱側彎症検査実施人数  令和３年度１，５６４人（令和２年度１，６４３人） 

 

○小中学校就学奨励事業 ＜評価＞ Ｂ 

   児童・生徒の保護者で、経済状態が生活保護世帯に準ずる程度と認められる世帯に対

し、教材費等の一部を援助した。支援学級に入級している児童・生徒の保護者で、基準

額以下の世帯に対し、教材費等の一部を援助した。 

   ・要保護及び準要保護児童生徒援助費補助事業受給件数 

     小学校 令和３年度８８３件（令和２年度８９１件） 

     中学校 令和３年度４４４件（令和２年度５０１件） 

   ・新入学受給件数 

     小学校 令和３年度１１９件（令和２年度１５８件） 

     中学校 令和３年度１４２件（令和２年度１５３件） 

 

 ○中学校教育振興事業 ＜評価＞ Ｂ 

      課外クラブ活動の資質向上を図るため、中学校に対し活動の助成を行った。また、平
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成２９年度より老朽化した備品整備のため、助成額を増額した。 

      ・課外クラブ助成額 

        令和３年度 ２，２４８，１１０円（内備品整備分   ７５０，０００円） 

        令和２年度 ３，０９１，９２０円（内備品整備分 １，５４５，９６０円） 

   ・課外クラブ数 

     スポーツ 令和３年度クラブ数４９クラブ（令和２年度クラブ数４９クラブ） 

          令和３年度生徒数１，２６９人（令和２年度生徒数１，３５０人） 

     文化   令和３年度クラブ数２３クラブ（令和２年度クラブ数２３クラブ） 

          令和３年度生徒数  ３８５人（令和２年度生徒数  ４２１人） 

 

○泉佐野まなびんぐサポート事業 ＜評価＞ Ａ 

  ①「まなびんぐサポート」 

放課後学習をすべての学校で実施しており、学習支援ボランティア（教職経験者・

大学生・地域人材）等人材支援を行った。 

    ・実施学校 小学校１３校、中学校５校で週１～２回実施 

    ・実施回数 小学校 令和３年度１２２６回（令和２年度２２３２回） 

          中学校 令和３年度 ２７０回（令和２年度 ３４４回） 

（令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止に関わる休校に対する措置と

しての追加回数を含む） 

  ②算数サポート補助教員事業 

    特に算数の学習・学力の定着に問題のある小学校に対し、算数補助教員を派遣し、

算数の授業での学習支援を行った。 

    ・実施学校 小学校 令和３年度４校（令和２年度４校） 

    ・実施時間 １校の年平均 令和３年度約７４４時間（令和２年度約７４０時間） 

 ③中学校部活動指導員配置事業 

    府の補助金を活用し、各分野に優れた地域人材を各中学校に配置し、クラブの活動

を支援した。 

    ・実施クラブ数 令和３年度１１クラブ（令和２年度１０クラブ） 

  ④体力向上プログラム推進校スポーツ交流事業 

    平成２７年２月に本市と学校法人日本体育大学との間で「体育・スポーツ振興に関 

する協定」を締結したことに基づき、佐野台小学校児童を日本体育大学に派遣し、有

力選手による競技指導や教員を志望する学生とのスポーツ交流を通じて、積極的に

運動しようとする意識の向上を図り、児童の体力向上を推進するもの。 

   本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により事業中止。 
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  ⑤学習支援ソフト導入管理業務委託事業 

     学習支援ソフト（東京書籍問題データベースタブレットドリル）を導入し、ＩＣＴ

環境により身近に触れることを通じて、積極的に自学自習を行う意識の向上を図るこ

とを目的とするもの。 

     ・対象校  ＩＣＴを活用した学習に取り組んでいる小学校 

     ・対象科目 国語及び算数 

     ・使用期間 令和元年度１０月１日から令和６年度９月３０日まで 

 

○泉佐野市の未来を創る教育事業 ＜評価＞ Ｂ 

   子どもの未来を育む教育の推進につながる事業に対して補助を行う。 

   ・泉佐野市立小学校 １３校          １，４５０，０００円 

    泉佐野市立中学校 ５校             ４４０，０００円 

    泉佐野市学力向上プロジェクトチーム     １，５６４，０００円 

                      （合計）３，４５４，０００円 

 

    ・各校には、独自の取り組みへの支援を行うとともに、「泉佐野市学力向上プロジェ

クトチーム」では、授業研究や研修などの様々な取り組みを推進し、義務教育の

質の向上に努めた。 

   ・平成２５年度より学力向上アドバイザーを小学校２校に配置。 

 ・公益財団法人日本サッカー協会の「ＪＦＡこころのプロジェクト 夢教室」とは、

スポーツ選手やスポーツ界の協力を得て、「夢先生」として学校に派遣いただき、

仲間と協力することの大切さを教えるとともに、夢を持つこと、それに向かって

努力することの大切さなどを子どもたちに伝える事業。 

※本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により事業中止。 

 

○学校安全緊急対策事業 ＜評価＞ Ｂ 

   ・児童・生徒の安全の確保 

（児童・生徒が生涯を通じて、安全な生活を送る基礎を培う安全教育の一層の推進を図

るよう努めた。特に、児童・生徒が自他の安全を確保するため、犯罪の被害にあわな

いための知識を実践的に理解するとともに、日常生活全般における様々な危険に適

切に対応できる能力を育むなど、防災教育の充実を図った。） 

・小学校において、学校安全管理マニュアルに基づき、門扉の施錠を行った上で、来校

者のチェック、不審者発見時の通報を行うための要員の配置を行い、児童等の学校生

活の安全を守った。 

    配置人数 令和３年度 延べ３，８８７人 

（令和２年度 延べ４，１６７人） 
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    時間数  令和３年度 延べ１３，２６２．５時間 

        （令和２年度 延べ１４，４０１．５時間） 

 

○教育支援事業 ＜評価＞ Ｂ 

   ・いじめ・不登校をなくすための取り組みの推進 

（いじめ・不登校については、早期に発見し適切な対応ができるように、校内体制の

整備充実を進めるとともに、支援の必要な児童生徒のための教育支援センターや教

育相談体制などの一層の充実を図った。いじめ・不登校問題については、生徒指導

委員会・不登校対策サポート委員会を組織し、実効性のある取り組みを推進した。

すべての教職員が、児童・生徒にカウンセリングスキルをもって対応することを基

本とし、ＳＣ・ＳＳＷ等の専門家や関係機関と連携したチーム支援で取り組んだ。） 

    【不登校対策サポート委員会構成メンバー】 

      会長  市内小中学校長    １名 

      各校の不登校担当教員 

      家庭の教育機能総合支援指導員 ５名 

      事務局 学校教育課職員 

 

     不登校傾向の児童・生徒に対し、家庭と学校の中間的居場所を提供し、興味・関

心のある活動やグループ活動を通して、様々な生活体験や人とのふれあいを深め、

生活のリズムを取り戻し、学校復帰や社会的自立につなげることができるよう援助

するため事業を行った。 

    ・教育相談件数 令和３年度１，５１２件（令和２年度１，４１６件） 

    ・臨床心理士カウンセリング時間 

            令和３年度７３３時間（令和２年度６１８時間） 

    ・家庭の教育機能総合支援相談件数 

            令和３年度１，３８５件（令和２年度９９０件） 

    ・教育支援センター 

      さわやかルーム 児童・生徒数 令和３年度 ８人（令和２年度１０人） 

      シャイン    児童・生徒数 令和３年度１３人（令和２年度１８人） 

 

  ・いじめの未然防止、早期発見、早期対応のための取り組みの推進 

   全ての子どもが安心して安全に学ぶことができるよう、各校の組織的指導体制のも

と、取り組みを推進した。また、生徒指導委員会・不登校対策サポート委員会合同研

修会の開催や、校内研修での指導助言等を通じて取り組みを推進した。 

    令和元年度の条例策定や基本方針の改訂に伴い、教職員が一人で抱え込むことな

く、学校が組織的にいじめの防止等のための措置を行えるようＳＣ・ＳＳＷが「学校
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いじめ防止委員会」「生徒指導委員会」「不登校対策委員会」及びケース会議等に参加

できる体制づくりを行った。 

ＰＤＣＡサイクルにより全校の『学校いじめ防止基本方針』も改訂された。また、

これらを子ども・保護者に周知するとともに、ホームページを活用し、地域の方に広

く周知した。さらに、教育委員会が主体となり泉佐野市いじめ防止対策審議会を開催

し、取組の検証を行い専門家の提言をいただいた。 

      令和３年度１回（令和２年度１回） 

 

取組の効果 

・授業だけでなく、様々な行事や取り組みを進めることにより、義務教育の質の向上を進め

ることができた。 

・学校生活全般にわたり児童・生徒の安全確保を進めることができた。 

・学力支援コーディネーター等の活用が進み、教員の授業力の向上を図ることができた。 

・「学校いじめ防止委員会」の一員としてＳＣ・ＳＳＷ等の専門家を加え、いじめを見逃さ

ず、いじめを積極的に認知し、子どもたちを組織的に見守る体制づくりが進んだ。 

 令和３年度いじめ認知件数 ２５５件  解消率 ９２．２％（令和３年９月時点） 

・いじめの未然防止、早期発見、早期対応について、いじめ防止対策審議会より提言をいた

だいたことで、取組の方向性が明確になった。 

 

今後の課題 

・授業研究や職員研修をさらに進め、授業改革に努める。 

・校門の受付員については、今後とも配置できるよう努める。 

・コロナ禍において、不登校傾向の児童・生徒が増加しているため、心理の専門家ＳＣや、

福祉的な視点で子どもがあかれている環境に働きかけるため、ＳＳＷ等との連携を推進

し、教員を支援する体制を充実させる。 

・いじめの未然防止、早期発見、早期対応のため、いじめ防止対策審議会からの提言をもと

に、各校の実態に応じた取組の充実に努める。 

・全児童生徒を対象にした「成長を促す指導」の充実、子どもが主体的に学べる授業づくり、

児童会生徒会活動の活性化など、個性の伸長を図りながら、社会性を育成し、子どもが主

体的にいきいきと活動する魅力ある学校づくりに努める。 
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オ 小中一貫教育 

 目   標 

  泉佐野市では、泉佐野市小中一貫教育基本方針（令和元年１１月８日）に基づき、令和

２年度より現行制度（小学校６年間、中学校３年間）の中で、教職員の連携を深め、児童

生徒の９年間の学びと育ちをつなぐ視点で、教育活動をさらに充実させ、全ての中学校区

で小中一貫教育の取組みを推進する。 

 

 取組及び実績 

  ○泉佐野市小中一貫教育推進事業 ＜評価＞ Ｂ 

   泉佐野市小中一貫教育推進委員会の開催 

    ・委員会開催回数  １回 

    ・泉佐野市小中一貫教育推進委員体制 

       学識経験者（１名） 

校長会代表者（３名） 

小中一貫コーディネーター（５名）※市費により配置 

市教育委員会職員（３名） 

 

 取組の効果  

  市内全中学校区で、小中学校の教育活動に対する理解は深まり、モデル校区では、「授

業がわかる」「学校が楽しい」と回答した割合が高くなった。 

  また、コロナ禍において、教職員・児童生徒が直接関わるとりくみが十分に進まない一

方で、リモートを活用したとりくみが新たに企画され実行できた。 

 

 今後の課題  

  モデル校を中心に様々なとりくみが進んだが、とりくみに対する客観的な効果検証が

できていない。 

  また、校区の実態に応じて、幅広くとりくみを進めてきたが、内容の精選と「小中一貫

教育のとりくみ」から「小中一貫教育」への移行に向けた「枠組み」が必要。 
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【子育て・教育】 

(４) 学校教育に関すること 

【地域連携の充実】 
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②「地域教育協議会」の充実 

 

目   標 

「地域教育協議会」活動の充実と発展を図る。 （学校教育課） 

 

取組及び実績 

○５中学校区の地域教育協議会の主な取り組み ＜評価＞ Ｂ 

校  区 名  称 日  程 参 加 者 

佐野中学校区 すこやかフェスタさの 

各校にて実施 

１０月１７日（日）他 ２０４人 

新池中学校区 新池ふれあいフェスタ  

オンライン文化祭 

中止 

１２月１７日（金） 

― 

５２０人 

第三中学校区 和い輪いまつり 

中学校区環境美化活動 

中止 

１０月２４日（日） 

― 

 ６４人 

日根野中学校区 環境浄化活動 １２月 ３００人 

長南中学校区 ふれあい祭 

和太鼓鑑賞等 

中止 

１１月 

― 

７２０人 

 

○泉佐野市地域教育協議会・地域コーディネーター連絡会（研修会）の開催 ＜評価＞ Ｂ 

   ３月６日（金） ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

取組の効果  

・新型コロナ感染拡大防止のため、例年どおりの活動が実施できなかった。 

 

今後の課題 

・地域教育協議会の活動に参加、参画してもらえる新しい人材をさらに確保する。 

・子どもが主体的に参加、参画する取り組みを推進する。 

・障害のある子どもや外国籍の子どもなどへの、地域での支援を進める。 
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【子育て・教育】 

(４) 学校教育に関すること 

【人権教育の充実】 
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③人権教育の推進 

 

目   標  

人権教育の効果的な推進のための教職員研修の充実を図る。 （学校教育課） 

 

取組及び実績 

○教職員研修の充実 ＜評価＞ Ｂ 

研修会名 回 内 容 講 師 人数 

校園長人権教育研修 １ コロナ禍における人権問題 九州大学名誉教授 ２１ 

教頭人権教育研修 １ 
多文化共生をめざした学校

づくり 

とよなか国際交流セ

ンター職員 
１８ 

人権教育推進委員研修会 １ 人権教育の推進について 本市指導主事 １８ 

人権教育研修講座 ５ 

・多文化共生と在日外国人

教育の授業づくり 

・同和教育の授業づくり 

 

・「知ってますか？ハンセン

病」 

・性的マイノリティの子ど

もたちの人権に関する授

業づくりと学校づくり 

・生徒をエンパワする学校 

大阪府教育センター 

指導主事 

大阪府教育センター 

指導主事 

国立ハンセン病資料

館学芸員 

大阪府教育センター

指導主事 

 

 

大阪府立高等学校長 

１６ 

 

２４ 

 

２５ 

 

１３ 

 

 

 

３６ 

新転任人権教育研修 ５ 

・「人権教育について」 

・「同和教育について」 

・人権教育実践報告会 

（３回） 

本市指導主事 

本市指導主事 

本市小・中学校教諭、

指導主事 

６１ 

６３ 

５５ 

支援教育研修 ２ 

・泉佐野市アセスメントシ

ートを使った実態把握と適

切な支援方法について 

・個別の教育支援計画、個

別の指導計画の作成・実

施・改善に係るＰＤＣＡに

ついて 

ＮＰＯ法人ゆまにて 

まなびの場 代表 

 

 

大阪府教育センター

指導主事 

 

１２ 

 

 

 

５０ 
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取組の効果 

・５月こども園・７月小中学校からのの人権教育ヒアリングにより、各校園の実態把握や指

導を行い、学校園における人権教育課題のニーズへの対応ができた。 

・小中連携を促進するとともに、人権教育について理解を深めることができた。 

・具体的な実践や教材、指導法についての提案及び発信ができた。 

 

今後の課題 

・増えてきている経験年数の浅い教職員への人権研修の充実を図る。 

・研修内容が各校園で、教職員に広められ、具体的な取り組みとして実践される。 

・研修で得た知識を技能として使いこなす場を設定するなどの校内研修支援を行う。 
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④人権教育の充実（人権教育の充実のための支援） 

 

目   標  

すべての子どもたちが大切にされる学校づくりへ支援する。 （学校教育課） 

 

取組及び実績 

 ○障害児支援のための取り組み ＜評価＞ Ｂ 

  ①障害のある児童・生徒への介助員、加配職員配置数 

    人数 小学校 令和３年度７７人（令和２年度８７人） 

中学校 令和３年度１３人（令和２年度１６人） 

  ②介助員研修 

開催日 タイトル 講 師 

７月 ９日（金） 
学校における体罰防止とアン

ガーマネジメントについて 
本市指導主事 

１２月 ６日（月） 
発達障がいの特性と適切な支

援について 
本市指導主事 

  ③相談事業 

    特別支援教育学校巡回相談事業  令和３年度３３回（令和２年度３１回） 

    支援教育相談          令和３年度４６回（令和２年度 ４回） 

    理学療法医師診察        令和３年度 ３回（令和２年度 ３回） 

  ④就学支援委員会 

    ６月１０日（木）、１１月 ９日（火）、１１月１０日（水）、１１月１１日（木） 

 

 ○外国籍児童生徒支援のための取り組み ＜評価＞ Ｂ 

  ①日本語通訳の必要な児童生徒及び保護者への通訳派遣 

    人数 小学校 令和３年度１２人（令和２年度 ９人） 

       中学校 令和３年度１１人（令和２年度 ６人） 

 

 ○進路支援のための取り組み ＜評価＞ Ａ 

  ①進路選択支援事業（学費等、進学や就学に関する相談） 

    相談件数   令和３年度３３件（令和２年度３１件） 

  ②進路選択支援連絡会（相談員、関係機関等の連絡調整および研修） 

    実施せず 

  ③泉佐野市「貸付型奨学金」事業 

    本市に住所を有する世帯に属し、経済的な理由により進学が困難な高校生・大学生

に奨学金を貸付けました。 
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 貸付月額 令和３年度 令和２年度 

高等学校 ５，０００円 ２人 ０人 

私立大学 
３０，０００円 ０人 １人 

４０，０００円 １人 ５人 

合 計 ３人 ６人 

④泉佐野市「給付型奨学金」事業 

    将来の夢を見据えながら真摯に学習等に取り組んでいる泉佐野市立中学校３年生

の生徒の高校進学時に要する費用の一部（１０万円／対象生徒１人）を給付した。 

   令和３年度 申請者１４１人（うち給付決定者１００人） 

   令和２年度 申請者１９９人（うち給付決定者１００人） 

  ⑤奨学金啓発チラシ（各種奨学金の啓発） 

    対 象  中学生・保護者（全員、２月は３年生） 

    配付月  ７月、９月、１月 

 

 ○保護者支援のための取り組み ＜評価＞ Ｂ 

   ＰＴＡ人権教育研修会の実施 

    小学校 令和３年度 ２校（令和２年度 ２校） 

    中学校 令和３年度 ２校（令和２年度 ０校） 

 

取組の効果  

・相談事業への認識が深まり、障害のある児童・生徒への効果的な支援につながった。 

・外国語通訳の迅速な派遣により、外国籍児童・生徒の支援を行うことができた。 

・奨学金等に関する情報提供、指導、相談の充実により、大阪府育英会等の予約がスムーズ

に行えた。また、高校等進学後の奨学金制度についての周知も行うことができた。 

 

今後の課題 

・介助員の配置など、障害のある児童・生徒への支援を引き続き適切に行う。 

・外国語通訳者の必要性が高まっており、適切な配置を検討していく。 

・巡回相談や研修を通して、学校園の取り組みの支援の一層の充実を図る。 
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【子育て・教育】 

(４) 学校教育に関すること 

【学校給食の充実】 
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⑤安心・安全な小学校給食の提供、食育の推進 

 

目   標  

・学校給食用物資の選定から納品・調理・配送する上で衛生管理を徹底し、安心・安全な学

校給食を提供する。 

・小学校給食が安心・安全に提供できるよう、施設の整備並びに機器の更新・保守点検に努

める。 

・家庭・学校・地域と連携し、食育の推進を図る。 （教育総務課） 

 

取組及び実績 

・小学校給食の充実 

 ○給食事業 ＜評価＞ Ａ 

安心・安全な小学校給食を提供はもとより、食の安全性・食を通じた健康に関する啓

発活動及び知識の普及活動を進める。 

（小学校１３校） 

・給食提供数    令和３年度 児童数４，６５４人、職員数４０８人 

（令和２年度 児童数４，６９８人、職員数３９７人） 

・年間給食回数   令和３年度 １９６回 

（令和２年度 １８２回） 

       ※令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、学校行事

による給食の提供中止日が通常授業に置き換わり提供日が増加。 

       ※令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４・５月 

        休校による回数減。 

・各種連絡会議の状況               令和３年度  令和２年度 

 献立作成会議                  年 ８回     ８回 

学校給食会理事会                年 １回     １回 

 学校給食用物資納入業者登録審査委員会      年 １回     １回 

 学校給食用物資審査会              年 １回     １回 

 学校給食用物資購入委員会            年 １回     １回 

 学校給食事務担当者会              年 １回     １回 

 物資運営委員会（公益財団法人 大阪府学校給食会） 年 ３回     ３回 

 学校給食事務連絡会               年 １回     １回 

・その他料理教室等開催の状況           令和３年度  令和２年度 

 郷土の農産物を学ぶ教室             年 ０回     ０回 

 各校家庭教育学級と共催の料理教室        年 ０回     ０回 

 ふれあい料理教室（秋・冬）           年 ０回     ０回 
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 小学校児童への食指導              年８３回    ９７回 

 ＰＴＡ給食試食会                年 １回      １回 

 センター見学                  年 ７回       ７回 

 

取組の効果 

・学校給食施設の整備並びに機器の保守点検に努めたことにより、一年を通して、安定した

事業運営を行うことができた。 

・児童応募献立を行い、学校給食献立として採用し、献立表に記載することで、児童が小学

校給食に対してより興味を持ってもらえるような取り組みを継続的に行うことができた。 

・大阪府産の給食用食材（特に米・野菜）を小学校給食用食材に使用し、地産地消の取り組

みを継続的に行うことができた。 

・保護者や小学校と連携を図り、食物アレルギーを持つ児童に対して、情報の提供を始めと

する相談対応、安全な代替品や補食の提供など継続的に講じることができた。 

 

今後の課題 

・残食状況を分析することによって、苦手な食材も克服できるような献立の工夫を行い、栄

養バランスを学習する機会へと繋げていきたい。 

・食品ロス削減に努め、残食の分析やロスができるだけ少ない調理等の取り組みが必要。 

・施設や設備の老朽化による修繕等については、緊急性・重要性に応じて優先順を考慮する

必要がある。 

・栄養教諭を活用し、より良い食育推進（中学校での食育授業等）を実施できるような環境

づくりが必要である。また、保護者、中学校、地域と連携を図り、小学校から中学校にか

けての発達段階に応じた「食育」を系統的に推進できるような環境づくりを図る。 

・衛生管理の徹底及び感染症の予防対策、ノロウイルス感染を含む食中毒事故を未然に防ぐ

施策に係る予算確保や感染時の対応マニュアル等の実行について、関係機関との調整及

び体制を構築する必要がある。 

・地産地消の観点から、現在１００％の地場産米の使用を継続し、野菜に関しても可能な限

り地場産物を使用できるように努めていきたい。 

・新型コロナウイルス感染症対策等による臨時休業等に伴い学校に登校できない児童に係

る食に関する指導等及び食事支援について、検討が必要。 
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⑥安心・安全な中学校給食の提供、食育の推進 

 

目   標  

・学校給食用物資の選定から納品・調理・配送する上で衛生管理を徹底し、安心・安全な 

中学校給食を提供する。 

・中学校給食が安心・安全に提供できるよう、施設の整備並びに保守点検に努める。 

・家庭・学校・地域と連携し、食育の推進を図る。 （教育総務課） 

 

取組及び実績 

・中学校給食の充実  

○中学校給食事業 ＜評価＞ Ａ 

安心・安全な中学校給食を提供はもとより、食の安全性・食を通じた健康に関する啓

発活動及び知識の普及活動を進める。 

（中学校 ５校） 

 ・給食提供数  令和３年度  生徒数２，２７４人 職員数２０８人 

（令和２年度  生徒数２，３９０人 職員数２０９人） 

・年間給食回数 令和３年度  １８９回 

       （令和２年度  １５６回） 

       ※令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、学校行事

による給食の提供中止日が通常授業に置き換わり提供日が増加。 

       ※令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４・５月 

        休校による回数減。 

   ・各種連絡会議の状況               令和３年度  令和２年度 

     献立作成会議                  年 ８回     ８回 

学校給食会理事会（臨時含む）          年 １回     １回 

     学校給食用物資納入業者登録審査委員会      年 １回     １回 

     学校給食用物資審査会              年 １回     １回 

     学校給食用物資購入委員会            年 １回     １回 

     学校給食事務担当者会              年 １回     １回 

     物資運営委員会（公益財団法人 大阪府学校給食会） 年 ３回     ３回 

     学校給食事務連絡会               年 １回     １回 

・その他料理教室等開催の状況           令和３年度  令和２年度 

     中学校・生徒への食指導            年１９０回   １９０回 

     ＰＴＡ給食試食会（研修会を含む）       年  ０回     ０回 

     料理教室（生徒対象）              年  ０回     ０回 
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取組の効果 

・学校給食施設の整備並びに機器の保守点検に努めたことにより、安定的に安心・安全な中

学校給食を提供することができた。 

・保護者・中学校・調理業者等と連携し、円滑な給食運営ができるように協議・意見交換を

行ったことで、中学校給食を安定して運営することができた。 

・小学校給食用物資と中学校給食用物資の選定を合同で実施することで、給食用物資の効 

率的な選定と安定的な確保ができた。また、できる限り地元の給食用食材（特に米・野菜）

を学校給食に使用し、地産地消の取り組みを継続的に行うことができた。 

・中学校給食では献立の工夫や中学校との連携を図り、継続的に残飯・残菜を減らせていま

したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のためグループでまとまり楽しく給食を食

べることができなくなった影響が継続している。 

・令和３年度平均残菜率 ５．２３％（令和２年度平均残菜率 ４．５８％） 

 ※全国平均値６.９３％（環境省（平成２７年４月）「平成２６年度学校給食センターか

らの食品廃棄物の発生量・処理状況調査結果」を参照） 

・生徒応募献立を継続して行うことにより、学校給食に対してより興味を持ってもらえるよ

うな取り組みとなった。 

・生徒対象の料理教室並びに保護者対象の試食会については、新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため実施することができなかった。 

・保護者や中学校と連携を図り、食物アレルギーを持つ生徒に対して、情報の提供を始めと

する相談対応、安全な代替品や補食の提供など継続的に講じることができた。 

 

今後の課題 

・設立８年目の運営となり、設備の突発的な修繕や調理機器、消耗品等の消耗摩耗を考慮し、

予算の範囲内で緊急性、必要性に応じた対応が必要である。 

・栄養教諭を活用し、より良い食育推進（中学校での食育授業等）を実施できるような環境

づくりが必要である。また、保護者、中学校、地域と連携を図り、小学校から中学校にか

けての発達段階に応じた「食育」を系統的に推進できるような環境づくりを図る。 

・衛生管理の徹底及び感染症の予防対策、ノロウイルス感染を含む食中毒事故を未然に防ぐ

施策に係る予算確保や感染時の対応マニュアル等の実行について、関係機関との調整及

び体制を構築する必要がある。 

・災害、停電等に伴う突発的な給食の中止や変更の周知について、効率的な方法も含め、迅

速化を図る。 

・中学校給食センターの給食運営や安全性等について、中学生や保護者にもっと知ってもら

うための取り組みを行う。 

・地産地消の観点から、現在１００％の地場産米の使用を継続しつつ、野菜についても可能

な限り地場産物を使用できるように努めていきたい。 
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・新型コロナウイルス感染症拡大防止を図りながら、新しい生活様式に対応した安心・安全

な給食の実施に努める。 
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【子育て・教育】 

(５) 生涯学習・スポーツに関すること 

【生涯学習の推進】 
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①生涯学習の推進 

ア 生涯学習の環境づくり  

 

目   標  

市民一人ひとりが個性や能力を伸ばし、生きがいのある充実した生活を送るために、生涯

を通して学習活動ができる環境づくりを推進する。 （生涯学習課） 

 

取組及び実績 

・生涯学習の推進 

  社会教育団体や文化団体の育成と総合的な学習機能や情報の提供に努めた。 

 

○識字学級運営事業 ＜評価＞ Ｂ 

読み書きの練習を中心とした識字学級に加えて、日本語・漢字などの学習を希望する外

国人も受け入れ、事業推進に努めた。 

   ・識字学級の開催  令和３年度 ８６回 （令和２年度 １２６回） 

   ・よみかきこうりゅうかいへの参加 

開催日：１１月２８日（日） 会場：大阪府教育センター 

   ・人権作品・識字学級生作品展 

     展示期間：２月２６日（土）～３月６日（日） 会場：生涯学習センター 

 

○社会教育団体支援事業 ＜評価＞ Ａ 

社会教育団体・文化団体の自主的活動を支援することにより、市民全体の文化の向上を

図った。新型コロナウイルス感染拡大時は、活動休止した。 

・泉佐野市少年少女合唱団の育成と支援（活動：定期練習、定期演奏会他行事出演２回） 

・泉佐野市民オーケストラの育成と支援（活動：定期練習、定期演奏会他行事出演３回、 

・泉佐野市文化協会への支援と補助金の交付 

・泉佐野市の特産品タオルを使った「第１２回 全国タオル筆で描く絵てがみコンクール」

を開催。 

 応募総数 令和３年度 １，８７２作品 （令和２年度 ２，１４８作品） 

・「全日本アマチュア将棋選手権 in泉佐野」は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中

止｡ 

 

○生涯学習推進事業 ＜評価＞ Ｂ 

泉佐野市出前講座「かがやき」を実施し、市の事業や施策を講座内容として市職員が説

明することにより、市民の市政に関する理解を深め、生涯学習による町づくりを図った。 

・泉佐野市出前講座「かがやき」の実施（メニュー３７講座） 
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実施講座 令和３年度  ４講座 １３回開講 延べ受講者数 ３２６人 

（令和２年度  ２講座 ２７回開講 延べ受講者数 １，６９３人） 

       ＊主な参加団体は、企業・町会・学校・一般市民等 

  

○文化祭事業 ＜評価＞ Ｂ 

市民が日頃の芸術文化・生涯学習活動の成果を発表する場として、泉佐野市文化祭を開

催した。協賛事業は、新型コロナウイルス感染拡大の影響で発表会が中止になったものや、

入場者の検温・手指消毒を徹底したり、オンラインで配信したり、入場者を関係者のみに

するなど、感染拡大予防策を講じての開催となった。 

・市民展（市主催事業）の開催 

令和３年度 出展数２３５点 展示期間３日間 来場者数２，２４６人 

（令和２年度 出展数２８９点 展示期間３日間 来場者数２，７０９人） 

・協賛事業の開催 

  令和３年度 協賛団体 ６団体 来場者数 ９１７人ほか 

 （令和２年度 協賛団体 １団体 来場者数 関係者のみ入場） 

 

取組の効果 

・識字学級は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、４月２５日から６月２０日まで中止と

なった。また、下瓦屋識字学級・樫井識字学級は講師の体調不良もあり休止した期間があっ

た。令和２年度は開催できなかった人権作品・識字学級生作品展を、令和４年２月２６日～

３月６日に開催した。 

・文化祭市民展及び協賛事業（６事業）は新型コロナウイルス感染拡大防止対策をとりなが

ら実施した。 

・合唱団、オーケストラともに４月２５日～６月２０日は新型コロナウイルス感染拡大の影

響で活動を休止した。その後は換気・消毒の徹底や人数を減らしての練習など、感染予防

対策を工夫しながら練習・活動を行った。 

・「全国タオル筆で描く絵てがみコンクール」は、前年度より出品数は減少したが、多くの

応募があり、審査・展示・表彰式を予定通り実施した。「全日本アマチュア将棋選手権 in

泉佐野」は、中止となった。 

 

今後の課題 

・識字学級については、長年の取り組みにより一定の成果があった。しかし、講師の体調不

良などの理由で休講が多くなってしまった。近年は受講者数が少ない状態が続いている

が、一方で外国人学習者や障がいのある学習者など「受講者の多様化」が進んでいる。識

字学級が「新しい」学習者にどう向き合うかということは、今後の課題となってきている。

加えて、新型コロナウイルス感染の影響もあり、受講者が安心して学べるように、感染予
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防に努める必要がある。 

・出前講座「かがやき」は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり開講数が減少に至って

しまった。また、受講される講座に片寄りがあり、市民に広く市の事業や施策を理解して

もらう目的から、今後もなお一層の広報を実施していく必要がある。 

・文化祭市民展については、出品点数・来場者数ともに令和２年度より減少となった。新型

コロナウイルス感染拡大の影響で創作活動に支障が出たことが要因と考えられる。今後

も生涯学習センター等の施設で芸術活動をしているクラブや市内の高等学校、支援学校

高等部、カルチャーセンターに引き続き出品の呼びかけを実施して、出品数の増加につな

げたい。 

・歌唱や楽器の演奏を伴う少年少女合唱団、市民オーケストラはともに練習は消毒・換気や

定員数など対策を講じながら行っている。市民オーケストラは、依頼を受けたイベントに

積極的に参加していたが、少年少女合唱団は新型コロナウイルス感染拡大を憂慮して、演

奏会以外のイベントへの出演は辞退となった。 

 

イ 生涯学習の推進 

 

目   標  

市民一人ひとりが個性・能力を伸ばし、生きがいのある充実した生活を送るために、生涯

を通して学習活動が行える「いつでも」「どこでも」「だれでも」学べるまちづくりを推進す

る。（生涯学習センター） 

 

取組及び実績 

・社会教育施設での活動の充実（総合的な学習機会や情報の提供） 

生涯学習センター及び公民館は、市民の自主的な生涯学習の場として、クラブ等の充実を

図り、また、各施設において、ボランティア講師の活用を図るなど、多様な各種講座を開

催した。 

 ○クラブの活動状況 ＜評価＞ Ａ 

生涯学習センター及び公民館に登録しているクラブへの支援を行なった。 

登録クラブ数 令和３年度２２３クラブ （令和２年度２２４クラブ） 

 

 ○各種講座の開催 ＜評価＞ Ａ 

新型コロナウイルス感染症の影響で、４月２５日～６月２０日は、全館休館となり実施

予定の講座は延期または中止となった。６月２１日以降も、受講定員数を前年の半数に

するなど対応を図ったが、生涯学習センター及び公民館での多様な各種講座を開催し

た。 
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    講座開催状況  

開催数    令和３年度   ４０７回 （令和２年度   ３９８回） 

延べ参加人数 令和３年度 ５，０１７人 （令和２年度 ３，９２３人） 

 

・社会教育施設の管理及び運営 

指定管理制度に移行し、地域住民の学習ニーズに対応するための拠点施設として、より多

くの人が利用できるよう適正な施設管理を行った。新型コロナウイルス感染拡大症の影

響で４月２５日～６月２０日は休館し、開館後は会場定員数を半数にするなどの対応を

図った。年間利用者数は、令和２年度より増加した。 

 

 ○施設の年間利用者数 ＜評価＞ Ｂ 

生涯学習センター及び公民館を利用した年間延べ利用者数 

    令和３年度 １０１，８１５人 （令和２年度 ８６，４５４人） 

    （内訳）生涯学習センター ５２，５１７人（令和２年度 ５４，５２０人） 

佐野公民館    １３，８６５人（令和２年度 １３，１４８人） 

長南公民館     ９，７５９人（令和２年度  ９，７５４人） 

北部公民館    １７，７０３人（令和２年度 １７，６０５人） 

日根野公民館    ７，９７１人（令和２年度  ６，９９２人） 

 

・自学自習支援事業 

  子どもが自ら学び、自ら習う機会の場を提供し、子どもの居場所づくりと学ぶ機会の確

保、子どものソーシャルスキル向上を目的に自学自習支援事業を実施した。 

  小学生自学自習学習会 

 会場 開催時期 対象者 参加人数 回数 

令

和 

３

年

度 

らいふらいんぷら

ざいずみさの 
6/5～3/12 小学２～６年生 

３２０人 ２６回 

生涯学習センター ２５５人 ２６回 

日根野中学校多目的室 ２５５人 ２４回 

合   計  ８３０人 ７６回 

令

和 

２

年

度 

旧青少年センター 

6/20～3/6 小学２～６年生 

３４８人 ２５回 

生涯学習センター ３４２人 ２５回 

日根野中学校多目

的室 
３４９人 ２５回 

合   計  １，０３９人 ７５回 
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  中学生自学自習学習会 

年度 会場 開催時期 対象者 参加人数 回数 

令和３年 生 涯 学 習

センター   

5/13～2/19 
中学生 

２５２人 ３１回 

令和２年 7/8～2/20 １８８人 ２６回 

 

  夏休み 自習室 

年度 会場 開催時期 対象者 参加人数 回数 

令和３年 生涯学習セ

ンター他   

開催せず 
小学生・中学生 

０人 ０回 

令和２年 8/1・8/8 ６１人 ８回 

 

取組の効果  

・講座については、市民の多種多様化する価値観に対応すべく、創意工夫した新規講座を実

施している。 

・新型コロナウイルス感染拡大の影響や緊急事態宣言の発令により、４月２５日～６月２０

日の全館休館や開館後の時間短縮開館、各部屋の定員数を減少するなどの対応を諮った。

その他の感染防止対策を講じたため、コロナ禍以前の状態まではいかないが、利用者数が

回復した。 

コロナ禍以降の講座について、三密をさけるため講座の定員を約半数に設定し、連続学習

会「縁ＪＯＹ大学」は会場を生涯学習センター多目的室からより広い会場の泉の森ホール

小ホールにするなど、安心して参加してもらえるように感染予防対策を講じた。 

・自学自習支援事業は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により４月・５月の自学自習学

習会、及び長期休み自学自習学習会は中止となった。  

 

今後の課題 

・講座内容のより一層の充実、広報活動の拡充を図る。 

・リピーターの確保に努める一方、リピーター以外の施設利用及び講座への参加を促進す

る。 

・潜在的課題やニーズを把握し、指定管理者とともに、だれもが学習に取り組みやすくなる

よう学習の情報や場の提供を充実させていく。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定員数の減少、会場の消毒、換気、参加者への

協力依頼など対策を継続して行い、市民が安心して、学習や集会活動が行えるよう努める。 

・自学自習支援事業では漢字検定に加えて令和２年度より英語検定を実施し、多くの受験者

がいた。今後、市民の学習意欲を高める動機づけとなうよう、継続して検定を実施してい

きたい。 
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ウ 資料・情報提供の推進 

 

目   標  

図書館においては、市民の本棚として、市民の求める資料・情報を提供するために新鮮な

資料を豊富にバランスよく収集し、子どもから大人まで、あらゆる人びとに応じたきめ細か

なサービスを提供し、市民の幅広い活用を進める。 （生涯学習課） 

 

取組及び実績 

・図書館の情報拠点化 

  図書館は、自ら学び自ら高めようとする市民の生涯学習への意欲を支援し、知的な出会

いの場として、さまざまな活動の情報拠点として機能充実に努めた。 

 

○図書館運営事業 ＜評価＞ Ｂ 

  中央図書館・移動図書館・佐野公民館図書室・長南公民館図書室・北部公民館図書室・

日根野公民館図書室の運営及び、図書の管理・貸出業務。映画会・おはなし会の開催など

の利用促進に関する業務。 

  令和３年４月からインターネット上で電子図書が利用できるいずみさの電子図書館を

開設するなど新しい事業に取り組んだ。 

１ 蔵書状況 

（１）蔵書冊数                                （点） 
 

館  名 中 央 移動図書館 佐 野 長 南 北 部 日 根 野 計 

令和

３年 

総数 308,644  18,143  45,047  43,332  23,697  40,285  479,148  

（うち児童書） 79,582  10,319  14,703  15,733  9,953  15,568  145,858  

（うち視聴覚資料） 21,412  10 1,887  1,794  102 6 25,211  

令和

２年 

総数 298,806 19,478  47,618  45,158  23,344  39,911  474,315 

（うち児童書） 77,585  11,001  15,534  16,165  9,798  15,279  145,362 

（うち視聴覚資料） 24,182 10 1,883 1,756  91 5 27,927  

                            

（２）新聞・雑誌購入タイトル数                      （点）                                  

年度 館 名 中 央 佐 野 長 南 北 部 日根野 計 

令和３年 
新 聞 10 6 7 8 8 39 

雑 誌 79 20 21 25 26 171 

令和２年 
新 聞 10 7 8 8 8 41 

雑 誌 75 19 2 25 27 165 
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（３）図書購入冊数 

年度 図書費（円） 購入冊数（冊） 

令和３年度     20,776,73  8,712 

令和２年度 13,440,785    7,002 

 

２ 利用状況 

（１）個人貸出冊数                             （冊） 

 
館  名 中  央 移動図書館 佐  野 長  南 北  部 日根野 計 

令和

３年 

総数 173,606  18,512  45,244  20,119  18,261  45,810  321,552  

（うち児童書） 66,796  9,968  15,197  5,274  7,965  27,735  132,935 

（うち視聴覚資料） 10,797  19 1,701  1,245  174 76 14,012  

令和

２年 

総数 177,382 17,670  44,413  18,315  17,774  40,066  315,530 

（うち児童書） 65,530  10,991  13,898  4,050  8,420  23,913  126,802 

（うち視聴覚資料） 11,423  15 2,159  1,196  130 104 15,027  

 

（２）個人貸出利用者数                          （人） 

館  名 中 央 移動図書館 佐 野 長 南 北 部 日根野 計 

令和３年度利用者数 36,541  5,139  11,120  4,754  3,699  8,578  69,831  

令和２年度利用者数 37,052  4,503  11,027  4,513  3,647  7,753  68,495  

 

（３）図書館来館者数                           （人） 

館  名 中 央 佐 野 長 南 北 部 日根野 計 

令和３年度利用者数 93,079  27,425  14,106  14,479  19,778  168,857 

令和２年度利用者数 85,168  27,494  13,161  15,565  17,833  159,221 

 

（４）団 体 利 用 

 

 

 

 

 令和３年度 令和２年度 

登 録 団 体 数 123団体 153 団体 

貸出利用回数        605回 759回 

貸 出 冊 数  7,886冊   10,146 冊 
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（５）予約・リクエスト処理件数                                        (件) 

館  名 中 央 移動図書館 佐 野 長 南 北 部 日根野 計 

令和３年度 35,343  991 11,008  3,350   3,874  7,397  61,945  

令和２年度 27,495  763 10,005  3,275  3,298  6,387  51,223  

 

（６）レファレンス処理件数                       (件) 

館  名 中 央 移動図書館 佐 野 長 南 北 部 日根野 計 

令和３年度 1,988  180 770 494 286 561 4,279  

令和２年度 1,805 193 723 493 343 526 4,083  

 

（７）電子図書館利用件数 

 令和３年度 

資料冊数（年度末） 9,553冊 

ログイン人数 1,429人 

ログイン回数 5,716回 

貸出冊数 3,152冊 

予約件数 913件 

 

３ 行事の開催状況  

 

開催日 行事名 場所 対象 参加人数 

7月 1日 

～7月 11日 
七夕・笹飾り 全館で受付・展示 児童  75名 

7月 14日 カレン先生の英語でおは

なし会 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
27名 

7月 20日 

～8月 31日 

こわ～いおはなし大集

合！なぞなぞもあるよ！ 
北部公民館図書室 児童  38名 

7月 21日 

～8月 31日 

図書館「謎解き」イベント        

ひゃっか王からの挑戦状 
日根野公民館図書室 児童  52名 

7月 23日 読書感想文を応援しま

す！ 
中央図書館視聴覚室 児童 

延べ 18名 

(全 2回) 

7月 24日 

 

読書感想文を応援しま

す！ 
佐野公民館多目的室 児童 9名 

7月 25日 

 

読書感想文を応援しま

す！ 
日根野公民館多目的室 児童 10名 
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7月 25日 
日曜・祝日おはなし会 中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
18名 

8月 1日 
おやこＤｅ人形劇 長南公民館多目的室 

児童 

一般 
30名 

8月 1日 

～10月 27日 

わたしのおすすめの１冊

～みんなで作る展示～ 
全館で受付・展示 

児童 

一般 
263枚応募 

8月 7日 楽しくプログラミングを

学ぼう 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 

延べ 22名 

(全 2回) 

8月 8日 楽しくプログラミングを

学ぼう 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 

延べ 18名 

(全 2回) 

8月 11日 カレン先生の英語でおは

なし会 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
24名 

8月 15日 夏休み映画会「劇場版ム

ーミン」 
日根野公民館多目的室 

児童 

一般 
22名 

8月 25日 おやこヨガ（なでなでヨ

ーガ） 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
親子 1組 

9月 22日 カレン先生の英語でおは

なし会 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
26名 

9月 23日 
古新聞を活かそう！ 中央図書館視聴覚室 一般 

延べ 6名 

(全 2回) 

9月 26日 
日曜・祝日おはなし会 中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
15名 

10月 13日 カレン先生の英語でおは

なし会 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
23名 

10月 16日 バリアフリー映画会「ハ

ンサム★スーツ」 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
13名 

10月 17日 日曜・祝日おはなし会（お

はなし会の玉手箱） 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
22名 

10月 24日 
ハロウィンミニ工作会 中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 

8組 15名 

(全 2回) 

10月 27日 おやこヨガ（なでなでヨ

ーガ） 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
親子 6組 

10月 29日 

～11月 30日 
読書週間イベント 全館で受付・展示 

児童 

一般 

読書通帳･ブックカバ

ー･栞の贈呈など 

11月 10日 カレン先生の英語でおは

なし会 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
28名 
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11月 17日 
読み聞かせデビュー 中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
4組 6名 

11月 23日 日曜・祝日おはなし会（ストーリ

ーテリングと手遊びわらべ歌） 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
27名 

11月 28日 
図書館Ｄｅボードゲーム 中央図書館視聴覚室 児童 

延べ 12名 

(全 2回) 

12月 1日 

～12月 25日 

クリスマスまであと何日？ア

ドベントカレンダー（展示） 
全館 児童 

展示図書は 

貸出可能 

12月 12日 日曜・祝日おはなし会（ク

リスマスおはなし会） 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
23名 

12月 19日 図書館バックヤードツア

ー（中学生以上向け） 
中央図書館 一般 3名 

12月 19日 図書館バックヤードツア

ー（小学生向け） 
中央図書館 児童 9名 

1月 7日 

～1月 9日 
本の福袋 全館 

児童 

一般 
114名 

1月 16日 手作りけんだまをつくろ

う！ 
長南公民館多目的室 

児童 

一般 

親子 2組 

4名 

1月 26日 おやこヨガ（なでなでヨ

ーガ） 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
親子 3組 

1月 26日 おやこヨガ（まねまねヨ

ーガ） 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
親子 1組 

1月 30日 
日曜・祝日おはなし会 中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
11名 

2月 9日 カレン先生の英語でおは

なし会 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
29名 

2月 2日 

～3月 19日 

いちょう号からバトンタ

ッチ 

移動図書館でメッセ

ージ受付 

児童 

一般 
 

2月 15日 

～4月 10日 

いちょう号からバトンタ

ッチ 

全館でメッセージを

掲示 

児童 

一般 
 

3月 23日 カレン先生の英語でおは

なし会 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
40名 

3月 24日 

～3月 30日 

本のイントロ 
全館 

児童 

一般 

70冊展示 

（貸出可能） 
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3月 26日 おはなし会コラボイベン

ト 
中央図書館視聴覚室 

児童 

一般 
30名 

隔月第 3 土曜日

（偶数月） 
午後のキネマ 中央図書館視聴覚室 一般 

延べ 76名 

（全 5回） 

毎月第 2 土曜日 
土曜子どもシアター 

中央図書館視聴覚室 児童 
延べ 102 名 

（全 10回※） 

毎月第 1・3 

水曜日 

おはなし会 

中央図書館視聴覚室 児童 
延べ 282 名 

（全 20回※） 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月 25日から 6月末までの期間は中止 

 

令和３年度も引き続き、新型コロナウイルス感染拡大による影響で、４月２５日から６月

２０日までの間、図書館施設全館を臨時休館した。開館後は感染拡大予防ガイドラインを参

考に対策を取りながら開館した。利用者も各自の感染予防対策を徹底しながら図書館に来

館し、一昨年より利用が増加した。令和３年度の人口一人当たりの個人貸出冊数は、３．２

６冊で、令和２年度の３．１７冊より増加となった。 

予約・リクエストは、来館しなくでもインターネットでの資料検索・予約申し込みが可能

なのに加えて令和２年１２月より開始した予約本受取ロッカーの利用も好評で、年々予約

件数が伸びている。 

また、図書館に来館しなくてもパソコンやスマートフォンからインターネットを利用し

て電子図書を読む事が出来る令和３年４月より電子図書館サービスを開始した。このサー

ビスは、２４時間年中無休で利用可能なため、臨時休館時も本を読みたい市民に案内し利用

に繋ぐことが出来た。 

行事は、昨年同様、指定管理者が開催した新事業や、ボランティアグループの協力を得て、

多くの催しを開催した。新型コロナウイルス感染予防対策を講じながら、参加者の増加に努

めた。昨年１１月には、読書活動推進月間にあわせてイベントを開催、図書館利用者に読書

通帳やブックカバー、栞などを贈呈して利用促進を図った。 

 

   行事参加者総数 令和３年度 １，５６４人（令和２年度 ７４７人） 

・図書館ネットワークの充実 

平成３１年４月に日根野中学校校区内に日根野公民館図書室が開館し、近隣の多くの市

民より利用があった。これにより市内５中学校区全てに図書館施設が設置されることにな

った。令和元年度の第三小学校に加えて、令和２年度から新たに第一小学校・第二小学校・

中央小学校・を移動図書館の巡回ステーションに追加し、既存のステーション長滝町会館を
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長南小学校、北中ちびっこ広場を北中小学校に変更した。この結果、公民館図書室が近くに

ある日根野小学校、長坂小学校を除く市内１１の小学校に移動図書館が巡回することにな

った。また、令和２年の２学期より市内小中学校の児童・生徒全員に「泉佐野こども読書通

帳」を配布し、１００冊の読書記録を記入した児童・生徒には、表彰状を渡し、より読書に

励んでもらえるよう取り組んだ。 

中央図書館、移動図書館、公民館図書室を活用し市内全域において組織的にサービスを充

実するとともに、市内各機関（学校図書館等）や国立国会図書館・大阪府立図書館・他図書

館とのネットワーク環境の整備・相互協力体制の充実を図り、より効率的な情報提供に努め

た。 

 

 ○移動図書館運営事業 ＜評価＞ Ｂ 

   移動図書館「いちょう」号の巡回による図書館業務（市内２９ステーション） 

 

 ○図書館車両管理事業 ＜評価＞ Ｂ 

   移動図書館「いちょう」号及び連絡公用車の管理業務。 

   連絡車による公民館図書室連絡巡回及び、近隣図書館との相互協力貸出業務。 

１ 移動図書館実績 

 令和３年度 令和２年度 

巡回ステーション数 29ステーション 29 ステーション 

巡 回 日 数  132日（年間） 148日（年間） 

延 べ 巡 回 回 数 344回 386 回 

 

２．相互貸借実績  

 令和３年度 令和２年度 

他図書館への貸出 1,220冊 1,104冊 

他図書館より借受 2,662冊 2,592冊 

 

 中央図書館や公民館図書室の利用困難地域へのサービスである移動図書館については、

天候の影響などで止むを得ず巡回を中止することがあり、年度ごとに巡回回数に変動があ

る。令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大での緊急事態宣言時、移動図書館の巡回を

休止したため、令和２年度より利用が減少となった。 

学校図書館への配本サービスについては、各学校司書が定期的に図書館を利用すること

や、事前に手配依頼した図書を来館（移動図書館の巡回時を含む）して借りるなどが主流と

なり、配送車で届けるまでに至らなかった。 

他図書館への貸出実績はやや増加となった。 
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取組の効果 

・市民から図書館の存在を広く認知されており、市民の幅広い情報ニーズに応えた。 

・図書や視聴覚資料、インターネット等を活用し様々な情報を提供した。 

 令和３年 令和２年度 

個人貸出冊数 321,552冊 315,530冊 

予約件数 61,945件 51,223件 

 

今後の課題 

・全国平均以下に落ち込んだ人口当たりの貸出冊数を向上させる。 

  人口１人当たり貸出冊数の比較  

 令和３年度 令和２年度 

泉 佐 野 市 3.26冊 3.17 冊 

大阪府下平均 （図書館設置市町村のみ） 参考数値 4.58冊 (令和２年度)  

全 国 平 均（図書館設置市町村のみ） 参考数値 4.17冊 （令和２年度） 

 

・図書館の利用増加に繋げるため、指定管理者と協議して、高度情報化社会に対応した資料

提供サービスや、気軽に資料を手に取って利用してもらえるような、資料の展示や書架づ

くりに努める。 

・レファレンスサービスを充実させ、よりきめ細かな情報ニーズに応えていく。 

・インターネットを活用した情報発信を拡充し、読書振興へとつなげる。 

・「泉佐野こども読書通帳」以外にも、子どもの読書環境の整備に努める。 

・今後も、新型コロナウイルス感染予防のため、館内の消毒、換気、来館者の利用制限へ

の協力依頼など対策を継続して市民に安心して利用してもらえるよう読書環境を整える

必要がある。 

・小学校への移動図書館巡回貸出や中学生職業体験など、市内小中学校と連携を取りなが

ら、子どもの読書活動推進に努める。 

・令和３年１１月に制定した「泉佐野市民の心と知識を豊かにする読書活動推進条例」の

趣旨に沿って、市民の読書活動を支えるため泉佐野市の読書環境整備に努める。 
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【子育て・教育】 

(５) 生涯学習・スポーツに関すること 

【生涯スポーツの振興】 
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②生涯スポーツの振興（スポーツへの意識向上） 

 

目   標  

市民のスポーツへの意識を高めるため、事業の充実や各種スポーツ団体との連携、指導者

の育成に努め、スポーツ振興に関する計画策定により、各種スポーツ組織の育成と活動支援

を行い、自主的運営が出来るよう活動機会の充実を図る。（スポーツ推進課） 

 

取組及び実績 

・スポーツ振興事業の展開（スポーツへの意識向上や関係団体の育成と支援）と各種体育施

設管理運営事業に取り組んだ。 

○生涯スポーツ振興 ＜評価＞ Ｂ 

    生涯にわたるスポーツ活動を推進するため、各種目別のスポーツ競技大会などを開

催した。ただし、新型コロナウイルス感染拡大防止のため７種目の市民競技大会と大阪

府総合体育大会の地区大会・中央大会は開催を中止した。（人数は延べ参加者数） 

       市民競技大会（全１９種目）   令和３年度 １２種目 ２，６８８人 

（令和２年度  ３種目   ５４２人） 

大阪府総合体育大会 地区大会  令和３年度  開催中止 

                   （令和２年度  開催中止） 

                           中央大会  令和３年度  開催中止 

                   （令和２年度  開催中止） 

 市主催教室  

         総合体育館・健康増進センター  令和３年度  ５教室 ２９５人 

                   （令和２年度  ５教室 ２４０人） 

                              

その他 

        前年度に続きスポーツフェスタ泉佐野は、新型コロナウイルス感染拡大防止

のため開催を中止したが、市民健康マラソンは参加資格を市内在住・在勤・在学

者に限定したうえで２年ぶりに開催した。また、２年連続オンライン開催となっ

た KIX 泉州国際マラソンは、各種団体に沿道整理等スタッフの確保は必要なか

ったが、参加ランナーを募集するためポスターの掲示や市のホームページの掲

載、チラシの配架などで周知した。 

      また、子どもたちにスポーツへの関心を持ってもらう取り組みとして行なっ

ている、スポーツ大使による小・中学校での活動（講演会・実技指導）は、令和

３年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施しなかった。 

       スポーツフェスタ泉佐野    令和３年度 開催中止 

（令和２年度 開催中止）        
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     市民健康マラソン       令和３年度 １８０人）                           

                   （令和２年度 開催中止） 

                         

     KIX 泉州国際マラソン   令和３年度 フルマラソン  出走者 ４１人               

                        ハーフマラソン 出走者 １０人 

                 （令和２年度 フルマラソン  出走者 ８１人                                  

 ハーフマラソン  出走者  １５人） 

     スポーツ大使活動 

         令和３年度  新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

      （令和２年度  新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

                             

○スポーツ関係団体などへの支援 ＜評価＞ Ｂ 

スポーツ団体の支援、指導者の育成、市民のスポーツへの関心を高める活動を行った。 

団体、指導者育成への支援 

体育協会        令和３年度１９団体加盟（令和２年度１９団体加盟） 

レクリエーション協会  令和３年度 ２団体加盟（令和２年度 ２団体加盟） 

スポーツ少年団     令和３年度２１団体加盟（令和２年度２１団体加盟） 

スポーツリーダー協議会 令和３年度 会員１７人（令和２年度 会員１７人） 

スポーツ推進委員協議会 令和３年度 委員２６人（令和２年度 委員２６人） 

市民のスポーツへの関心を高める活動 

キッズスポーツ教室   令和３年度  ７５８人（令和２年度  ２１５人） 

小学生着衣水泳     令和３年度   ２５人  

        （令和２年度 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

○各種体育施設管理運営事業 ＜評価＞ Ｂ 

     スポーツ推進課が所管する既存のスポーツ施設の利用を促進した。 

   市民総合体育館           令和３年度   ６３，０３３人 

                       （令和２年度   ６５，９２１人） 

      健康増進センター          令和３年度   ８５，９８８人 

                       （令和２年度   ８７，４４０人） 

      テニスコート（２ヶ所）       令和３年度    １３，１７３人 

                       （令和２年度   １２，８１９人） 

       令和２年度は長滝テニスコートのみ、令和３年度は令和４年２月から供用

を開始した新町テニスコートの２ヶ月分を含む。 

      市営プール（令和３年度１２ヶ所）  令和３年度 １５，０１１人 

           （令和２年度１０ヶ所） （令和２年度 一般開放中止） 
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      グラウンド（２ヶ所）        令和３年度 ３６，０７８人 

                       （令和２年度 ３７，９０６人） 

  

取組の効果 

・市民総合体育館及び健康増進センターにおいては、新型コロナウイルス感染拡大防止の観

点により、施設の入場制限を設けたほか、前年度同様に令和３年度も約２ヵ月間を休館に

し、さらに３か月余りの１時間時短開館、利用団体による大会の自粛、施設の人数制限な

どの要因で利用者数は減少したが、クラスターを発生させることもなく安全に運営でき

た。 

 

今後の課題 

・生涯スポーツ社会の構築をめざし、ニュースポーツ及び障害者スポーツの紹介や各種競技

スポーツの体験などを通じて、幅広い年齢層の市民が、スポーツへの関心を持ち、継続し

て楽しめるよう、実行委員会に協力し、スポーツフェスタの充実を図る。 

・障害児者を対象とした市主催の教室やスポーツ推進委員協議会主催の子どもを対象とし

た教室の参加者数を増やすため、広報誌やホームページ以外に保護者等へのＰＲ方法を

検討・実施する。 

・体育施設の老朽化が進んでいるため、利用者が安全・安心・快適に利用できるよう、計画

的な点検や補修、改修を実施する。 

・新型コロナウイルス感染症の影響で和３年度も休館や時短開館を余儀なくされたが、感染

拡大防止対策を講じながら、市のスポーツ振興に努める。 
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【子育て・教育】 

(５) 生涯学習・スポーツに関すること 

【地域の社会教育活動への支援】 
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③組織運営の拡充 

 

目   標  

学校施設をスポーツや文化の活動の場として提供する。 （教育総務課） 

 

取組及び実績 

・地域社会との連携 

 ○学校開放事業 ＜評価＞ Ｂ 

学校教育活動に支障のない範囲において、市立小学校及び中学校の施設を社会教育、

その他公共使用のために開放した。管理運営は各学校に設置する運営協議会が行った。 

・実施学校数    小学校 １３校、 中学校 ５校 

・学校施設の利用回数  令和３年度     ３，８５８回  

（令和２年度     ３，８１３回） 

・利用者数       令和３年度    ６８，１９８人 

 （令和２年度    ６８，６６４人） 

   

取組の効果  

・多くの地域住民が、年間を通じて学校体育施設を有効に活用できた。 

・地域での積極的なスポーツ活動を支援することにより、市民スポーツの活性化や開かれた

学校づくりにつながった。 

 

今後の課題 

・学校施設開放事業は地域住民が自主的な運営管理を行うものであり、円滑な運営を行うこ

とができるよう支援し、地域の実情に沿って、効果が上がるよう取り組んでいく必要があ

る。 
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【子育て・教育】 

(５) 生涯学習・スポーツに関すること 

【青少年の健全育成】 
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④青少年の健全育成 

 

目   標  

市内の様々な青少年健全育成団体では、活発な自主的活動に加えて、地域を越えた交流事

業を実施する一方、少子化の中、青少年を指導する人材育成および地域社会が一丸となって

青少年を支える環境づくりを進める。（青少年課・学校教育課） 

 

取組及び実績 

・指導者の育成 

  市内の青少年健全育成団体の自主的活動を支援するとともに、地域と連携し、多様な青

少年活動のリーダーとなる人材の育成に努めた。 

○指導者・育成者等研修事業 ＜評価＞ Ａ 

多様な青少年活動に対応できる人材の育成のため、ジュニアリーダーの養成や指

導者・育成者の研修を実施した。 

   ・ジュニアリーダー養成講習会 

令和３年度 開催日数５日 延べ参加者数 １３人  

                    

   [参加者内訳：受講生４名、ジュニアリーダー２名、ジュニアリーダークラブ ６名]  

                ※コロナ禍のため、講習日を４日間に縮小した。 

（令和２年度 開催日数５日 延べ参加者数 ３９人）  

   [参加者内訳：受講生１名、ジュニアリーダー ３名、ジュニアリーダークラブ ５名] 

   ・青少年指導者講習会等研修実施日数 

令和３年度 参加者数１０人 

                   （令和２年度 中止） 

・ワクワクふれあいハイキング   令和３年度 参加者数２２４人 

                （令和２年度 中止） 

 

・自立心や仲間意識を育む 

市内の青少年健全育成団体の自主的活動、そして稲倉青少年野外活動センターでの活動

を通じて、人と人の関わり方や自立心・自制心そして仲間意識を育むとともに、子どもたち

の居場所づくりに向けた取り組み推進した。 

 

○青少年育成事業 ＜評価＞ Ｂ 

稲倉青少年野外活動センターが子どもたちの居場所の一つになるように、工夫して

各種事業を実施した。しかし、施設の老朽化により、常時修理を実施、環境整備に努め

ながら運営を行っている。 
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   ・稲倉青少年野外活動センター年間利用者数   令和３年度   ５１人 

※コロナ禍のため開館日数減 

（令和２年度  １４８人） 

                                              

・非行防止・啓発 

地域での安全パトロールや環境浄化を支援するとともに、情報を提供するなど市民へ

の啓発も推進し、地域と連携して青少年の非行を未然に防止するよう努めた。 

○環境浄化・非行防止啓発事業 ＜評価＞ Ａ 

地域の方々と連携し、環境浄化活動や街頭啓発、安全パトロールなどを実施した。 

    ・環境浄化活動実施日数     令和３年度 １日 参加者数 ８０人 

（令和２年度 中止） 

    ・非行防止等街頭啓発実施日数  令和３年度 中止 

 （令和２年度 中止） 

    ・安全パトロール        令和３年度 延べ参加者数 ２１人 

（令和２年度 延べ参加者数 ２０人） 

 

取組の効果  

・稲倉青少年野外活動センターにおいて、青少年の健全育成に資するための活動に供するべ

く管理運営に努め、子どもの居場所づくりに継続して取り組んでいる。 

 しかし、施設の老朽化等により利用者が減少しているため、令和４年度から民間による運

用となります。 

 

今後の課題 

・青少年を支える環境づくりには、既存の施設の活用はもとより、市全域として関係機関や

地域の方々の協力が重要である。その一方、少子化が進行していく中で、青少年を指導す

る人材の育成や青少年を支える環境づくりへの支援が求められている。 

・「地域の子どもは地域で育てる」という意識を、より多くの地域の方々が共有できるよう

に効果的な取り組みが必要である。 

・青少年指導員連絡協議会は、青少年の非行防止と健全育成を図ることを目的として、昭和

３８年より各学校や各中学校区の青少年指導員会等と連携しながら人材育成や非行防

止・啓発活動等に取り組んでいる。現在は、青少年指導員として１６７名を委嘱し、活動

しているが、今後より一層活動を活発にしていくためにも、次代を担う人材の確保・育成

が必要である。そのためには、青少年指導員の活動についてより多くの方に理解してもら

うための広報等の取り組みや、人材育成のための研修や活動への参加を促す取り組みを

より一層進めていくことが必要である。 

・稲倉青少年野外活動センターは、平成２６年度から５年間、指定管理者制度へ移行したが、
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平成３１年４月より直営となっている。施設の周知を行いながら、利用者の増加に努め、

引き続き利用促進に努めましたが、施設の老朽化等により利用者が減少しているため、令

和４年度から民間による運用となります。 

・ジュニアリーダー養成講習会は、青少年のよき理解者、よき指導者、さらには将来のよ

き社会人を育成する事業で、昭和３８年より始められた歴史のある事業である。次の世

代へと引き継いでいく事業であるが、参加者が平均３～５人程度であり低迷している。

平成２５年度から対象を中学１年生だけでなく、２年生も対象とした。また、募集チラ

シを配布するだけでなく、ポスターの掲示についても実施した。今後はさらに参加しや

すい環境づくりに努め、事業の重要性・意義を啓発するとともに、中学校及び地域との

連携、そしてジュニアリーダーを卒業したＯＢ・ＯＧにも協力を求めるなどの取り組み

が引き続き必要である。 
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４ 学識経験者の評価 

 点検及び評価を行うにあたっては、学識経験者として神於 正博 氏と奥田 哲也 氏に

指導及び助言をいただいた。 

 

■総合評価 

少子高齢化、グローバル化、ＩＴ化等、社会の変化に伴い教育の在り方も変化し、求め

られるものも多様化してきている。教育行政は、市民や教育現場の現状やニーズを的確

に把握し、必要な施策を講じなければならない。 

 幼保一体化による認定こども園の円滑な運営や、高齢社会における健康増進や生涯学

習の推進。訪日外国人に対する多文化共生の意識の醸成。教育現場でのＩＣＴの活用及

び児童・生徒のネットリテラシーの育成。国や府が行う法や制度の改正に対しては、広

く市民に周知・啓発するとともに、施策に反映すること等が挙げられる。 

 泉佐野市教育委員会が策定した『泉佐野市教育振興基本計画』（平成２７年１１月）

に基づき、前期計画・令和元年度（２０１９年度）の目標値の点検、評価により達成で

きなかった指標ついては後期計画・令和６年度（２０２４年度）に目標値が達成できる

よう努力されたい。 

 今回の報告書及びヒアリングでは、昨年度同様、国や府のデータや前年度との比較を

示すことで、わかりやすいものとなっている。長期にわたり安定して実施されている事

業であっても、状況やニーズの変化を注視し、また、コロナ渦において実施できない事

業及びやむをえなく縮小した事業はあるが、コロナ渦の『ピンチ』を教育に関する事務

のあり方を見直すことができる『チャンス』として、常に問題意識を持って積極的に工

夫・改善することを今後も引き続き実践していただきたい。一方で、継続している課題

については、より具体的な改善策を示されたい。 

 教育環境の整備については、小中学校施設のバリアフリー化推進のためのエレベータ

ー設置、災害時の飲料水を確保する避難所としての役割を果たすことができる浄水型プ

ールの設置及び屋内運動場の空調設備が進められるなどの整備事業が充実してきた。 

 以下に、今回の点検及び評価において特に議論された内容について、項目別に提示す

る。 

 

【観光に関すること】 

≪評価した点≫ 

◎史跡等保存事業では、日本遺産推進協議会へ参画し、認定記念フォーラムやシン

ポジュームの開催等、普及啓発関連事業に取り組んでいる。また、AR アプリや

You Tube、パネルディスカッション等を活用しながら、史跡に関する普及啓発及

び文化財に興味を持つ地域人材の育成に努めている。 
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◎日本遺産「日根荘」推進事業において、全国荘園サミット in 東京及びパネル展

などに取り組んでいる。また、日本遺産ガイド養成講座を実施している。 

◎重要文化財保存整備事業における大将軍湯保存活用計画では、地域での活用に資

するよう古民家カフェのようなアイデアも取り入れる等、よく工夫されている。 

◎一般事務事業における「いずみさの検定」では、１０歳以下の子どもも受検でき

るよう柔軟に取り組み、泉佐野市の積極的な PRを行っている。 

◎泉佐野市史編纂事業で収集した史料を日本遺産のＰＲや特別展・企画展で活用し

た。 

 

≪課題≫ 

◎各小学校においては、「歴史館いずみさの」の見学、出前授業を位置付け、その 

活用を図られたい。 

◎膨大な時間と労力と費用をかけて編纂された『泉佐野市史』を、出前講座や講演、

泉佐野検定等で活用することを検討されたい。 

◎文化財の保存及び維持管理等について、地域や一般住民をはじめ文化財愛護推進

委員の更なる連携協力を図る必要がある。 

◎文化財理解の拡大及び文化財施設等の実地見学等について、「出前授業」や「出

張講演」等を通じて小中学校により積極的に働きかけを行い、市内に存する文化

財に関心を持つ児童生徒の裾野を拡げるとともに、歴史を使った町づくりの推進

を期待する。 

 

【国際化に関すること】 

≪評価した点≫ 

※本年度は、ベトナム社会主義共和国ビンディン省との友好交流事業、青少年海外研修

事業、英語教育推進校生徒派遣事業、マラソン交流事業とも、新型コロナウイルス

感染症拡大により事業実施できていないため、未評価とした。 

 

≪課題≫ 

◎長年にわたり継続して実施してきた交流事業を推進していくと同時に、新たな事

業の掘り起こしが望まれる。 

◎国際的な人の往来が制限されたことに伴い、これまでの対面型の交流に加えて、

デジタル技術の活用等、新しい形態の国際交流を検討されたい。 

 

【子ども・子育てに関すること】 

≪評価した点≫ 

◎留守家庭児童会の充実について、待機児童を出さずに放課後の児童健全育成に努
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めている。 

 

≪課題≫ 

◎民間の大規模開発等による対象児童数の増加については待機児童を出さないよ

う対応されたい 

 

【学校教育に関すること】 

≪評価した点≫ 

◎市責で全小学校での３５人学級が実現し、学級経営や学力向上に成果を上げてい

る。 

◎トイレの洋式化改修及び空調設備の設置・プールの整備を行い、教育環境の充実

に努めている。 

◎学校教育課主催の教職員研修の内容が具体的に示され、年度の課題が明確になっ

ている。 

◎家庭の教育機能総合支援については、家庭も含めた児童生徒の支援に努めている。 

◎各小中学校の「いじめ防止委員会」「生徒指導委員会」「不登校対策委員会」「ケ 

ース会議」等に SC・SSWが参加できる体制づくりを推進し、いじめの認知件数が

増加していることから、子どもたちを組織的に見守る体制づくりが進んでいる。 

◎小中学校給食の実施にあたり、材料における地産地消の観点や児童生徒からの応

募献立等を継続することにより給食に関心を持ち、残菜率・食品ロスの改善に向

けた取り組みを進めている。 

◎新型コロナウイルス感染症が拡大する中でも、計画通りではないが「いずみさの

教育文化運動」を推進することができた。 

 

≪課題≫ 

◎「「学力を支える４つの力」に「体力の向上」をプラスしてはどうか」という指摘

に対する検討の継続。 

◎「いじめ防止」に関して、泉佐野市および同教育委員会が策定した「泉佐野市い

じめの防止等に関する条例」(令和２年 1 月策定)、「泉佐野市いじめ防止基本方

針」(令和２年 1月改定)に示された施策の実現に向けて努力されたい。 

◎小中学校とも、食物アレルギーを持つ児童生徒について配慮がされているが、大

阪府教育委員会の「学校における食物アレルギー対応ガイドライン」（平成 29年

2月策定）を活用し、事故防止に努められたい。 

◎学校における食育推進の中心的な役割を担っている栄養教諭の役割は非常に重

要である。このことの意義を踏まえ、適切な配置を大阪府教育委員会、文部科

学省に働きかけたい。 
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◎新型コロナウイルス感染症拡大に対応した黙食等給食形態の変化による影響か、

全国平均値よりは低い数値ではあるが平均残菜率が前年度よりも増加している。 

◎児童・生徒のスマホ利用について、道徳の教科書等を活用し、関係機関とも連

携しながら、ネットリテラシーを育成し、適切な利用を図られたい。 

◎防災の観点から、学校内の通路や、教室内の地震時倒壊の可能性のあるロッカ

ー、備品等について転倒防止等の対策を講じたい。 

◎小中一貫教育を、校区の実態に応じて、とりくみを進めていただきたい。 

 

【生涯学習・スポーツに関すること】 

≪評価した点≫ 

◎コロナ感染拡大の影響で活動休止の事業もあったが、教育団体・文化団体の活動

を支援することにより、市民の文化への関心を高め、活動の充実を図っている。 

◎従来から行われている識字学級に加えて、日本語・漢字などの学習を希望する外

国人も受け入れ、事業推進に努め、新たな課題に応えようとしている。 

◎図書館運営事業では、図書館の利用促進に資するため、貸出図書の返却用ポスト

や予約図書受取用ロッカーを南海泉佐野駅に設置、巡回ステーションの追加、及

び『泉佐野こども読書通帳』の配布等、市民目線に立った新しい市民サービスの

取組を進めている。 

◎青少年の健全育成において、関係団体との連携で、安定した事業が行われている。 

 

≪課題≫ 

◎生涯学習センターや各公民館等、社会教育施設への社会教育主事等専門職の配置

に関して、できるかぎり早急に検討していくべきではないか。 

◎人口一人当たりの貸出冊数を、目標である府下平均に近づけるためには、新刊書

購入が必要であると考える。予算の増額に努められたい。 

◎出前講座「かがやき」は、講座数、受講者数減であり、ニーズの掘り起こしや内

容等の工夫に努められたい。 

◎ジュニアリーダー養成講習会の受講希望者の少ないことが、例年課題となってい

るが、ジュニアリーダーとして活動できる環境づくりが求められる。 

 

 最後に、本報告書に示したように、教育委員会の事業内容は多岐にわたり、それぞれ

の施策におけるＲＰＤＣＡ（把握・計画・実行・評価・改善）サイクルの実践には、多

くの時間と労力が必要となるが、それらに真摯に対応している教育委員会事務局の姿勢

がうかがわれる。しかし、一方では「働き方改革」が提唱されており、現状のスタッフ

ですべての事業を行うにも限界であり、市民サービスの低下につながりかねないので、

事務局の増員を要望しておきたい。 


